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保健だより 
○生活習慣病を防げ！＜Ⅱ＞ 
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○「茄子（なす）のベーコンはさみ揚げ」、食べて健康・豆知識 

第1回東川大写真展入選作品から 

「夏の終わり」 
平山雪子さん撮影 

            

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
地
場
産
業
と

の
連
携
、
活
性
化
に
も
期
待
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。 

　
自
立
の
町
づ
く
り
は
、
自
立
活
性
化
の
推

進
肯
定
派
が
６
割
近
く
を
占
め
ま
し
た
。
町

村
合
併
を
視
野
に
入
れ
た
自
立
活
性
派
は
２

割
超
、
合
併
を
念
頭
に
置
い
た
活
性
化
の
意

見
は
１
割
未
満
の
６
％
で
し
た
。 

　
町
行
政
が
住
民
の
声
を
反
映
し
て
い
る
か
、

と
い
う
問
い
で
は
、
「
よ
く
反
映
し
て
い
る
」

「
ま
あ
ま
あ
反
映
し
て
い
る
」
「
ふ
つ
う
」

を
合
わ
せ
て
６
割
以
上
が
肯
定
的
な
評
価
で

し
た
。 

　
半
面
、「
あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
」「
ほ

と
ん
ど
反
映
し
て
い
な
い
」
「
よ
く
分
か
ら

な
い
」
と
の
回
答
が
３
割
弱
あ
り
ま
し
た
。

行
政
と
し
て
、
不
満
や
悩
み
な
ど
の
声
に
耳

を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 

　
役
場
へ
の
要
望
は
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
行
政
、
住 

            

　
町
民
の
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
た
め
、
昨
年
12
月
に
行
っ
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
（
配
布
総
数
２
９
７
０
、
回
答
数
１

７
４
５
、
回
答
率
58
・
８
％
）
の
調
査
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
居
住
満
足
度
を
示
す
「
住
み
や
す
さ
」
は

「
た
い
へ
ん
住
み
や
す
い
」
「
ま
あ
住
み
や

す
い
」
を
合
わ
せ
て
55
・
１
％
と
半
数
を
超

え
ま
し
た
。
現
在
際
立
っ
て
不
満
が
な
い
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る「
ふ
つ
う
」以
上
を
加
え

る
と
、
90
％
を
超
え
る
町
民
が
満
足
感
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
約
半
数
が
自
然
環
境
の
良
さ
な
ど
を
要
因

と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。 

　
「
美
し
い
風
景
づ
く
り
事
業
」
は
、
６
割

以
上
が
事
業
推
進
に
積
極
的
。
消
極
派
は
15

％
で
、
町
民
か
ら
十
分
な
支
持
を
得
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
写
真
の
町
事
業
は
、
写
真
甲
子
園
の
充
実

と
、
そ
の
撮
影
舞
台
と
な
る
町
内
の
町
並
み

景
観
づ
く
り
、
環
境
保
全
が
重
要
と
考
え
て 

            

民
が
納
得
で
き
、
必
要
性
を
理
解
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 

　
住
民
と
の
対
話
、
信
頼
感
の
形
成
、
意
思

疎
通
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。 

　
東
川
小
の
校
舎
が
老
朽
化
し
、
建
て
替
え

検
討
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
学
校

統
合
問
題
も
今
後
論
議
の
対
象
に
な
り
そ
う

で
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
「
保
護
者
や
地
域
の

意
見
を
尊
重
す
べ
き
」
（
38
％
）
と
の
意
見

が
ト
ッ
プ
。
次
い
で
「
児
童
数
が
一
定
程
度

ま
で
減
少
し
た
と
き
統
合
」
（
27
・
４
％
）

と
慎
重
な
検
討
の
必
要
性
を
求
め
る
回
答
が

６
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。
施
策
づ
く
り
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
今
後
話
し
合
い
の
場

づ
く
り
が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。 

　
住
民
が
高
齢
化
に
伴
っ
て
ど
ん
な
暮
ら
し

方
を
希
望
す
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
６
割

は
現
在
地
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で 

い
ま
す
。 

　
半
面
、
子
供
世
帯
と
の
同
居
、
市
街
地
の

共
同
住
宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
な

ど
、
状
況
に
よ
っ
て
は
転
居
し
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
２
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
う
各
々
の
身
辺
状
態
に
よ
っ
て

き
め
細
か
い
配
慮
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
情
報
化
時
代
の
代
表
的
な
ツ
ー
ル
は
、
携

帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
で
す
。
携
帯
電
話
を
持

っ
て
い
る
人
が
７
割
を
超
え
て
い
ま
し
た 

（
72
・
７
％
）
。
所
有
台
数
も
１
台
を
超
え

て
２
台
と
い
う
世
帯
が
４
割
に
達
し
て
い
ま

す
。 

　
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
る
の
は
５
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
る
と
い
う
回
答
は
35
％
あ
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回

答
も
３
割
、
「
持
っ
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
も

約
２
割
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

の
情
報
環
境
が
浸
透
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
現
在
、
来
年
度
か
ら
の
新
ま
ち
づ

く
り
計
画
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
21
」

（
５
カ
年
）
の
策
定
に
向
け
て
、
町
民
に
よ

る
策
定
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
（
６
月
）
し
、

現
在
、
総
務
部
会
、
経
済
部
会
に
分
か
れ
て

計
画
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
参
考
に
、
今
年
11
月
に

は
町
に
答
申
し
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
作

ら
れ
ま
す
。
今
年
12
月
の
町
議
会
定
例
会
ま

で
に
は
諮
問
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
部
会
作

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。 
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台風シーズン 
私のところは大丈夫！　 
そう思っていませんか？ 

　昨年秋、上川地方を襲った大雨
により、旭川近郊でも道路の損壊
や住宅の床下浸水等の被害が発生
しました。 
　台風による被害は、いつあなた
へ降りかかるか分かりません。普
段から台風による備えとして、次
のことに留意しましょう！ 

○台風が接近する前に、自宅の周りを点検す
　る。 
○台風が接近したら、早めに帰宅する。 
○停電に備え、懐中電灯やラジオを用意する。 
○断水に備え、水や食料を確保して　おく。 
○危険を感じたら早めに、できるだけ台風が
　接近する前に避難する。 
○避難に備え、あらかじめ「非常持出品」を
　確認しておく。 
○浸水に備え、貴重品や衣類、寝具等を高い
　場所へ移す。 
○台風が去っても、強風や豪雨を警戒する。 
○断線した電線に注意する。 

旭川東警察署 

～台風に対する備え～ 
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な
い
」「
ほ

と
ん
ど
反
映
し
て
い
な
い
」
「
よ
く
分
か
ら

な
い
」
と
の
回
答
が
３
割
弱
あ
り
ま
し
た
。

行
政
と
し
て
、
不
満
や
悩
み
な
ど
の
声
に
耳

を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 

　
役
場
へ
の
要
望
は
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
行
政
、
住 

            

　
町
民
の
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
た
め
、
昨
年
12
月
に
行
っ
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
（
配
布
総
数
２
９
７
０
、
回
答
数
１

７
４
５
、
回
答
率
58
・
８
％
）
の
調
査
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
居
住
満
足
度
を
示
す
「
住
み
や
す
さ
」
は

「
た
い
へ
ん
住
み
や
す
い
」
「
ま
あ
住
み
や

す
い
」
を
合
わ
せ
て
55
・
１
％
と
半
数
を
超

え
ま
し
た
。
現
在
際
立
っ
て
不
満
が
な
い
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る「
ふ
つ
う
」以
上
を
加
え

る
と
、
90
％
を
超
え
る
町
民
が
満
足
感
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
約
半
数
が
自
然
環
境
の
良
さ
な
ど
を
要
因

と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。 

　
「
美
し
い
風
景
づ
く
り
事
業
」
は
、
６
割

以
上
が
事
業
推
進
に
積
極
的
。
消
極
派
は
15

％
で
、
町
民
か
ら
十
分
な
支
持
を
得
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
写
真
の
町
事
業
は
、
写
真
甲
子
園
の
充
実

と
、
そ
の
撮
影
舞
台
と
な
る
町
内
の
町
並
み

景
観
づ
く
り
、
環
境
保
全
が
重
要
と
考
え
て 

            

民
が
納
得
で
き
、
必
要
性
を
理
解
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 

　
住
民
と
の
対
話
、
信
頼
感
の
形
成
、
意
思

疎
通
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。 

　
東
川
小
の
校
舎
が
老
朽
化
し
、
建
て
替
え

検
討
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
学
校

統
合
問
題
も
今
後
論
議
の
対
象
に
な
り
そ
う

で
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
「
保
護
者
や
地
域
の

意
見
を
尊
重
す
べ
き
」
（
38
％
）
と
の
意
見

が
ト
ッ
プ
。
次
い
で
「
児
童
数
が
一
定
程
度

ま
で
減
少
し
た
と
き
統
合
」
（
27
・
４
％
）

と
慎
重
な
検
討
の
必
要
性
を
求
め
る
回
答
が

６
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。
施
策
づ
く
り
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
今
後
話
し
合
い
の
場

づ
く
り
が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。 

　
住
民
が
高
齢
化
に
伴
っ
て
ど
ん
な
暮
ら
し

方
を
希
望
す
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
６
割

は
現
在
地
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で 

い
ま
す
。 

　
半
面
、
子
供
世
帯
と
の
同
居
、
市
街
地
の

共
同
住
宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
な

ど
、
状
況
に
よ
っ
て
は
転
居
し
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
２
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
う
各
々
の
身
辺
状
態
に
よ
っ
て

き
め
細
か
い
配
慮
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
情
報
化
時
代
の
代
表
的
な
ツ
ー
ル
は
、
携

帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
で
す
。
携
帯
電
話
を
持

っ
て
い
る
人
が
７
割
を
超
え
て
い
ま
し
た 

（
72
・
７
％
）
。
所
有
台
数
も
１
台
を
超
え

て
２
台
と
い
う
世
帯
が
４
割
に
達
し
て
い
ま

す
。 

　
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
る
の
は
５
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
る
と
い
う
回
答
は
35
％
あ
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回

答
も
３
割
、
「
持
っ
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
も

約
２
割
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

の
情
報
環
境
が
浸
透
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
現
在
、
来
年
度
か
ら
の
新
ま
ち
づ

く
り
計
画
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
21
」

（
５
カ
年
）
の
策
定
に
向
け
て
、
町
民
に
よ

る
策
定
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
（
６
月
）
し
、

現
在
、
総
務
部
会
、
経
済
部
会
に
分
か
れ
て

計
画
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
参
考
に
、
今
年
11
月
に

は
町
に
答
申
し
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
作

ら
れ
ま
す
。
今
年
12
月
の
町
議
会
定
例
会
ま

で
に
は
諮
問
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
部
会
作

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。 
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水
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良
さ

　
町
の
満
足
度
を
示
す
「
住
み
や
す
さ
」
「
魅
力
」
は
、
水
の
良
さ
や
自
然
環
境
、
緑
の
豊
か
さ
な
ど
を

や
自
然
環
境
、
緑
の
豊
か
さ
な
ど
を
理
由
に
、
積
極
的
に
「
住

理
由
に
、
積
極
的
に
「
住

み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
町
民
が
５
割
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
分

み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
町
民
が
５
割
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
半
面
、
町
民
は
町
内

か
り
ま
し
た
。
半
面
、
町
民
は
町
内
で
の
働
く
場
の
確
保
、
旭

で
の
働
く
場
の
確
保
、
旭

川
市
内
と
の
公
共
バ
ス
交
通
の
改
善
、
日
常
の
買
い
物
・
生
活
サ
ー

川
市
内
と
の
公
共
バ
ス
交
通
の
改
善
、
日
常
の
買
い
物
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
要
望
が
大
き
い

ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
要
望
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
た
住
民
意
識
で
す
。
町
で
は
今

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
た
住
民
意
識
で
す
。
町
で
は
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
来

回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
来
年
度
か
ら
の
新
ま
ち
づ
く

年
度
か
ら
の
新
ま
ち
づ
く

り
５
カ
年
計
画
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り

り
５
カ
年
計
画
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
21
」
に
反
映
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

」
に
反
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た
い
考
え
で
す
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町
の
満
足
度
を
示
す
「
住
み
や
す
さ
」
「
魅
力
」
は
、
水
の
良
さ
や
自
然
環
境
、
緑
の
豊
か
さ
な
ど
を
理
由
に
、
積
極
的
に
「
住

み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
町
民
が
５
割
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
半
面
、
町
民
は
町
内
で
の
働
く
場
の
確
保
、
旭

川
市
内
と
の
公
共
バ
ス
交
通
の
改
善
、
日
常
の
買
い
物
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
要
望
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
た
住
民
意
識
で
す
。
町
で
は
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
来
年
度
か
ら
の
新
ま
ち
づ
く

り
５
カ
年
計
画
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
21
」
に
反
映
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。 

台風シーズン 
私のところは大丈夫！　 
そう思っていませんか？ 

　昨年秋、上川地方を襲った大雨
により、旭川近郊でも道路の損壊
や住宅の床下浸水等の被害が発生
しました。 
　台風による被害は、いつあなた
へ降りかかるか分かりません。普
段から台風による備えとして、次
のことに留意しましょう！ 

○台風が接近する前に、自宅の周りを点検す
　る。 
○台風が接近したら、早めに帰宅する。 
○停電に備え、懐中電灯やラジオを用意する。 
○断水に備え、水や食料を確保して　おく。 
○危険を感じたら早めに、できるだけ台風が
　接近する前に避難する。 
○避難に備え、あらかじめ「非常持出品」を
　確認しておく。 
○浸水に備え、貴重品や衣類、寝具等を高い
　場所へ移す。 
○台風が去っても、強風や豪雨を警戒する。 
○断線した電線に注意する。 

旭川東警察署 

～台風に対する備え～ 

3 2Higashikawa  2007 September

3
6

9
12
14

16

17

17

18

19

20
21

29

30

32

Higashikawa  2007 September
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未回答 0.5%

たいへん住みづらい 1.7%

やや住みづらい 6.2%

ふつう 36.4%

まあ住みやすい 37.3%

たいへん住みやすい 17.8%

不明 0.9%

その他 0.7%

行政サービスが行き届いている2.5%

住民全体がにこやかで親切 3.1%

役場の窓口対応が親切だ 5.3%

古くから住んでいるので 9.8%

隣近所の人間関係がよい 10.9%

町の知名度がある・有名である1.5%

市街地がまとまっていて生活しやすい 2.1%

宅地や住宅の価格、家賃が手ごろ 4.3%

他の都市との交通の便がいい 5.6% 町が落ち着いていて安心できる 6.3%

住宅地に緑やゆとりがある 7.3%

自然や風景がすばらしい 19.3%

水（地下水）、空気、食べ物が安心できる 20.4%

不明 20.3%

大幅に手控えるべき 5.0%

少し手控えるべき 10.1%
今までとおり推進すべき 49.8%

もっと積極的に推進すべき 14.8%

不明 14.0%

合併を念頭においた 
活性化を推進する 6.0%

合併も選択肢にいれつつ、 
自立活性化を推進する 21.4%

今までとおり、自立活性化を 
推進する 38.3%

自立活性化を、もっと積極的に 
推進する 20.3%

不明 7.4%

よくわからない 12.2%

ほとんど反映していない 5.1%

あまり反映していない 11.1%

ふつう 43.5%

まあまあ反映している 17.4%

よく反映している 3.3%

不明 9.9%

その他 1.5%

行政の積極的なリーダーシップのもとで、 
行政主導でどんどん進めてほしい 3.7%

日頃から、町民に対し、もっと分かりやすく、 
ていねいな説明をしてほしい 11.9%

町民の日常生活の分野の、住民生活の改善や 
福祉サービスの充実を図ってほしい 12.6%

親切ていねいな窓口対応を行い、 
住民の苦情や不安をよく聞いてほしい 14.0%

住民の声をよくきき、行政サービスの立案や 
実施に住民の声を反映してほしい 18.0%

むだを省き、効率的な行政サービスを 
行ってほしい 28.3%

住みやすさ 
回答総数1,745

まちの魅力 
回答総数1,745

その他 

事業実施の財源確保（協賛企業の確保） 

町民との協働による各種事業の実施（町民企画による事業の実施） 

地場産業との結びつき強化 

東川賞の継続 

東川町国際写真フェスティバルの充実 

文化ギャラリーの写真展充実 

写真甲子園の充実 

ふさわしい活動拠点の整備（ギャラリー・写真収蔵施設など） 

ネットワーク・組織づくり 

宣伝活動（PR展や映画撮影などの誘致） 

写真の町らしい教育活動（幼児～学生を対象とした写真活動教育など） 

事業を通じた交流の促進（来訪者やツアーの誘致活動など） 

ふさわしい景観づくり（町並みや環境保全など） 

美しい風景 
づくり事業 
の進め方 
回答総数1,745

自立活性化 
政策の進め方 
回答総数1,745

住民の声の 
町行政への 
反映度 
回答総数1,745

住民の声の 
町行政への 
反映度 
回答総数1,745

役場に希望 
すること 
回答総数1,745

写真の町事業で優先すべき施策 
回答総数1,156（複数回答、%） 

0 20 40 60 80 100 

Ｘ．役場・職員の接遇、対応 

Ｗ．役場からの情報提供・広報 

Ｖ．町内会活動・近所づきあい 

Ｕ．高齢者の健康対策（生きがい対策） 

Ｔ．趣味や娯楽を楽しむ活動 

Ｓ．文化交流館の図書館機能 

Ｒ．社会教育施設と整備・運営 

Ｑ．小中学校と整備・運営 

Ｐ．青少年の健全育成施策 

Ｏ．子育て支援の体制、施策 

Ｎ．老人福祉施設と整備・運営 

Ｍ．救急・消防体制、サービス 

Ｌ．保健、医療、福祉サービス 

Ｋ．ゴミ処理、し尿処理体制 

Ｊ．公営住宅と整備、管理 

Ｉ．街路灯・防犯灯と整備 

Ｈ．公園・広場と整備、管理 

Ｇ．生活排水・水洗トイレ 

Ｆ．除雪・排雪活動 

Ｅ．町内の商店、商店街 

Ｄ．バス交通 

Ｃ．生活道路とその整備、整理 

Ｂ．美しい風景の形成 

Ａ．自然環境の保護 

24項目平均 36.3 59.8

強化する 今のままでいい 

3.9

24項目平均 抑える 

38.2 58.8 3.0

36.4 59.6 4.0

41.3 54.6 4.1

49.2 47.3 3.5

59.4 38.0 2.5

38.7 57.7 3.6

24.0 74.0 2.0

30.5 63.2 6.2

45.4 51.9 2.7

23.2 66.7 10.1

39.2 58.7 2.1

46.9 50.2 2.9

28.7 68.6 2.8

37.4 59.0 3.6

37.5 58.8 3.7

35.5 61.3 3.1

34.6 61.9 3.6

31.2 64.5 4.3

33.4 61.0 5.6

28.9 65.5 5.6

39.1 57.5 3.4

25.6 70.0 4.4

28.3 68.0 3.7

37.1 59.4

東
川
町
の
課
題
・
改
善
点
 

不明 

その他 

行政サービスをもっとPRする 

役場の窓口や相談体制を充実させる 

行政サービスを充実させる 

最近、越してきた住民同士の交流促進 

隣近所の人間関係を改善する 

居住年数の長い住民と短い住民の交流促進 

住民が参加しやすい行事を増やす 

住民全体がお互いもっと声をかけあう 

町内の巡回バスを便利にする 

徒歩や自転車で日常生活ができる町にする 

防犯、非行、交通事故など、安全を確保する 

日常の買い物や生活サービスを便利にする 

旭川とのバス交通を便利にする 

手頃な借家を見つけやすくする 

町の中に緑を増やす 

手頃な価格の住宅を取得しやすくする 

町の知名度をもっと高める 

景観、美化運動を活発にする 

水、空気、食べ物にもっと関心を持つ 

町内に魅力的な観光地、飲食店、名産品を増やす 

町内で働く場所を確保する 55.9
34.0

28.8
19.4

15.5
13.3
11.5
11.5

36.4

21.7
16.3
16.1

19.9
19.5

15.6
9.2

5.8

24.5
21.1
18.6

4.8
3.9

33.0

不明 16.5%

インターネットを 
利用している 35.1% パソコンはあるが、 

インターネットは 
利用していない 17.6%

パソコンはない 30.8%

パソコンで 
インターネットを 
利用していますか 
回答総数1,745

パソコンで 
インターネットを 
利用していますか 
回答総数1,745

まちの課題・改善点　回答総数1,745（複数回答、%） 

55.9
34.0

28.8
19.4

15.5
13.3
11.5
11.5

36.4

21.7
16.3
16.1

19.9
19.5

15.6
9.2

5.8

24.5
21.1
18.6

4.8
3.9

33.0

暮
ら
し
や
す
さ
 

便
利
さ
 

人
の
よ
さ
 

行
政
な
ど
 

3.5

不明 16.1%

有料老人ホームで 
暮らしたい 6.8%

市街地の共同住宅で 
暮らしたい 8.5%

子どもの世帯と 
同居したい 8.3%

現在地で暮ら 
したい 60.3%

不明 19.0%

現行の人数で 
いい 13.6%

目標どおり減らすべき 45.3%

行政の一部を住民が担い、 
もっと減らすべき 15.0%

サービスが低下しても、 
もっと減らすべき 7.0%

町職員数の 
削減目標に 
ついて 

回答総数1,745

高齢者が希望 
する暮らし 
回答総数1,745

施設、行政サービスへの今後の対応、要望 

45.8

26.0

23.7

17.6

13.9

9.9

36.5

18.9

14.9

12.4

35.1

22.8

21.7

1.7

45.8

26.0

23.7

17.6

13.9

9.9

36.5

18.9

14.9

12.4

35.1

22.8

21.7

1.7
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「
Ｒ
２
１
２
」
「
ジ
ャ
カ
ス
カ
シ
ャ

ン
ト
」
「
Ｒ
Ｆ
Ｔ
」
の
４
バ
ン
ド
、

特
別
出
演
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
の
大
泉
結
芽
さ
ん
が
出
場
。
旭
川
、

札
幌
、
さ
ら
に
道
南
・
せ
た
な
町
か

　
　
　
　
ら
参
加
の
バ
ン
ド
も
。 

　
　
　
　
　
曲
目
は
、
グ
ル
ー
プ
サ

　
　
　
　
ウ
ン
ズ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　
　
　
　
の
60
年
代
サ
ウ
ン
ド
か
ら

　
　
　
　
Ｊ
ポ
ッ
プ
ス
、
Ｊ
ロ
ッ
ク
、

　
　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
独

奏
ま
で
多
彩
。 

　
今
や
上
川
中
央
部
で
唯
一
の
ア
マ

チ
ュ
ア
野
外
音
楽
祭
と
な
り
、
年
々

出
場
希
望
バ
ン
ド
も
増
え
て
い
ま
す
。 

    

取
り
下
ろ
し
写
真
特
集
号
と
し
て
発

行
す
る
予
定
で
す
。 

　
特
徴
で
あ
る
色
鮮
や
か
な
色
彩
の

作
品
を
撮
り
た
い
と
い
う
の
が
狙
い
。

ロ
ケ
班
を
組
み
、
東
川
小
学
校
を
中

心
に
市
街
地
周
辺
で
撮
影
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
美
瑛
町
内
、
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー

ス
パ
ー
ク
（
千
歳
市
）
で
も
撮
影
ロ

ケ
を
し
ま
し
た
。 

  

　
８
月
19
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

の
特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
第
12
回
羽

衣
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
５

０
０
人
が
来
場
し
、
夏
の
名
残
を
残

す
絶
好
の
晴
天
の
中
、
焼
肉
や
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
を
囲
み
な
が 

ら
、
な
つ
か
し
の
オ
ー 

ル
デ
ィ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド 

な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
町
内
の
異
業
種
団
体 

の
集
ま
り
、
東
川
イ
ベ 

ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
守
屋
勝
蔵

代
表
）
の
主
催
。
今
年
の
参
加
は
過

去
最
高
の
17
バ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。 

　
町
内
か
ら
「
３
３
農
場
バ
ン
ド
」 

    

　
８
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
東
京

在
住
の
写
真
家
、
蜷
川
実
花
さ
ん 

（
35
）
が
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
、

月
刊
誌
「
流
行
通
信
」
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ａ

Ｓ
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
刊
）
の
増

刊
号
（
10
月
５
日
発
行
予
定
）
に
掲

載
す
る
写
真
撮
影
の
た
め
来
町
し
ま

し
た
。 

　
蜷
川
さ
ん
自
身
が
編
集
長
と
な
る 

  

　
な
ぜ
か
な
？
　
何
で
も
や
っ
て
み

よ
う
！
　
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
い
き
い
き
・
わ
く

わ
く
塾
」
の
今
年
第
１
回
講
座
が
８

月
９
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
挑
戦
し
た
課
題
は
、
カ
ヌ

ー
乗
り
体
験
。
参
加
し
た 

小
学
生
14
人
と
お
父
さ
ん
、 

お
母
さ
ん
７
人
は
、
い
ず 

れ
も
初
挑
戦
で
し
た
。 

　
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
ク 

ラ
ブ
の
会
員
の
中
か
ら
講 

師
を
迎
え
、
強
化
プ
ラ
ス 

チ
ッ
ク
製
の
練
習
用
カ
ヌ 

  

　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｓ
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
（
東
京
、
篠
崎
雅
弘
社
長
）
は
、

昨
年
国
内
10
人
の
若
手
女
性
写
真
家

に
よ
る
競
作
写
真
集
「
シ
ャ
ッ
タ
ー

＆
ラ
ブ
」
（
Ｂ
５
変
形
版
、２
２
９
ペ

ー
ジ
）
を
発
行
。
そ
の
撮
影
地
と
な

っ
た
の
が
当
町
内
で
す
。
今
回
は
そ

の
続
編
。
雑
誌
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１

周
年
企
画
と
し
て
、
再
び
町
内
で
の

撮
影
が
実
現
し
ま
し
た
。 

  

ー
を
使
っ
て
カ
ヌ
ー
の
持
ち
方
、
パ

ド
ル
の
操
り
方
か
ら
基
本
特
訓
で
す
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
沈
没
し
て
い
た

子
供
た
ち
で
す
が
、
最
後
に
は
器
用

に
プ
ー
ル
内
を
こ
ぎ
回
り
ま
し
た
。 

　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
付
け
方
な

ど
安
全
対
策
も
し
っ
か
り
覚
え
、
こ

　
　
　
　
れ
で
本
格
的
な
カ
ヌ
ー
遊

　
　
　
　
び
も
大
丈
夫
！ 

　
　
　
　
　
塾
は
今
後
、
５
回
程
度

　
　
　
　
の
開
催
予
定
で
す
。
昨
年

　
　
　
　
は
忠
別
川
の
水
生
生
物
観

　
　
　
　
察
、
木
炭
電
池
づ
く
り
と

　
　
　
　
実
験
、
雪
の
結
晶
観
察
な

　
　
　
　
ど
を
し
ま
し
た
。 

     

（
帯
広
）
に
合
わ
せ
て
訪
れ
ま
し
た
。 

　
一
行
は
、
東
川
賞
、
写
真
甲
子
園

の
開
催
地
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
君
の
椅

子
」
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
人
生

の
記
念
写
真
」
と
い
う
町
民
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
事
業
の
話
題
に
興
味
津
々
。 

　
「
写
真
の
原
点
は
家
族
写
真
。
家

族
の
写
真
、
そ
の
人
の
歴
史
の
記
録

は
、
一
生
の
思
い
出
」
と
話
す
松
岡 

    
甲
子
園
の
出
場
校
作
品
な
ど
を
見
な

が
ら
写
真
の
町
事
業
の
取
り
組
み
説

明
な
ど
を
受
け
、
今
や
国
内
の
大
き

な
事
業
に
ま
で
育
っ
て
き
た
運
営
規

模
に
驚
い
た
様
子
。
席
上
、
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
と
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
と
な
っ
て
い
る

町
内
の
情
報
通
信
環
境
の
改
善
整
備

　
　
　
な
ど
も
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
瀧
社
長
は
、
今
年
３
月
農

　
　
　
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

　
　
　
い
た
内
閣
府
主
催
の
地
域
活

　
　
　
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ

　
　
　
ネ
ラ
ー
と
し
て
当
町
を
訪
れ
、

　
　
　
写
真
の
町
事
業
の
存
在
を
知

　
　
　
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

　
８
月
10
日
、
（
社
）
日
本
写
真
文

化
協
会
（
東
京
、
大
石
直
臣
会
長
）

の
歴
代
役
員
一
行
７
人
が
来
町
し
、

東
川
賞
受
賞
作
家
展
を
開
催
中
の
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
商
業
写
真
館
を
経
営
し
て
い
る
国

内
の
商
業
写
真
家
団
体
で
す
。
同
協

会
の
第
55
回
全
国
大
会
の
本
道
開
催 

    

　
８
月
３
日
、
（
財
）
電
気
通
信
振

興
会
（
東
京
）
の
岡
井
元
理
事
長
を

は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
事
業
の
国

内
企
業
の
役
員
一
行
が
当
町
の
視
察

に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
活
性
化
と
し
て
写
真
の
町
活

動
を
積
極
展
開
し
て
い
る
当
町
の
活

動
ぶ
り
を
知
っ
た
日
本 

テ
レ
ネ
ッ
ト
㈱
（
東
京
） 

の
瀧
栄
治
郎
社
長
（
が
、 

３
社
（
法
人
）
の
役
員 

６
人
で
そ
の
実
情
を
視 

察
に
来
町
し
ま
し
た
。 

　
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で 

展
示
中
の
今
年
の
東
川 

賞
受
賞
作
品
展
、
写
真 

市
郎
町
長
に
「
当
協
会
で
は
今
、
家

族
写
真
の
普
及
に
力
を
入
れ
始
め
て

い
ま
す
」
と
大
石
会
長
は
意
気
投
合

し
ま
し
た
。 

　
家
族
写
真
の
普
及
運
動
に
力
を
入

れ
る
と
い
う
同
協
会
と
の
間
で
、
当

町
の
木
工
業
界
が
製
作
す
る
木
製
の

額
縁
納
入
、
同
協
会
の
全
国
大
会
開

催
実
現
も
今
後
具
体
的
に
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

    

　
８
月
19
日
、
第
35
回
東
川
町
地
域

親
睦
球
技
大
会
、
第
15
回
東
川
町
民

水
泳
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・
プ
ー
ル
、
町

民
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
町
内
各
行
政
区
、
自
治
振
興
会
対

抗
の
球
技
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
種
目
。
と

も
に
男
女
混
成
の
チ
ー
ム
編
成
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
10
チ
ー
ム
、 

ミ
ニ
バ
レ
ー
６
チ
ー
ム
に 

分
か
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
に 

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま 

し
た
。 

　
町
民
水
泳
大
会
は
、
小 

学
校
１
年
生
以
上
一
般
ま
で 

 

              

41
人
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
小
学
生
の
参
加
は
、
水
泳
少
年
団

の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
、
今
年
の
夏

休
み
に
水
泳
教
室
で
10
日
間
修
了
し

て
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
ち
び
っ
子

も
。
声
援
に
こ
た
え
て
元
気
い
っ
ぱ

い
の
力
泳
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

町
民
水
泳
大
会
、
地
域
親
睦
球
技
大
会
開
く 

町
民
水
泳
大
会
、
地
域
親
睦
球
技
大
会
開
く 

夏休み中の東川小校舎でモデル撮影 

文化ギャラリーを訪れた一行 

水泳大会 「写真の原点は家族写真」と交流拡大に 
意気投合した一行 

写
真
文
化
協
会
役
員
が
来
町 

写
真
文
化
協
会
役
員
が
来
町 

情
報
通
信
産
業
界
か
ら
写
真
の
町
視
察 

情
報
通
信
産
業
界
か
ら
写
真
の
町
視
察 

ソフトボール大会 

野
外
ス
テ
ー
ジ
大
盛
況
の
羽
衣
音
楽
祭 

野
外
ス
テ
ー
ジ
大
盛
況
の
羽
衣
音
楽
祭 

「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
塾
」で
カ
ヌ
ー
初
体
験 

「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
塾
」で
カ
ヌ
ー
初
体
験 

カヌーこぎもうまくなりました 

写
真
家
、
蜷
川
実
花
さ
ん
が
町
内
舞
台
に
モ
デ
ル
撮
影
会 

写
真
家
、
蜷
川
実
花
さ
ん
が
町
内
舞
台
に
モ
デ
ル
撮
影
会 
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ー
ト
し
ま
し
た
。
①
生
後
１
０
０
日

祝
い
の
記
念
（
随
時
）
②
傘
寿
（
さ 

ん
じ
ゅ
）
記
念
（
１
月
１
日
現
在
で

　
　
　
　
数
え
歳
80
歳
）
―
と
い
う

　
　
　
　
２
つ
の
節
目
を
、
記
念
写

　
　
　
　
真
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

　
　
　
　
お
祝
い
し
よ
う
、
と
い
う

　
　
　
　
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
今
年
の
傘
寿
祝
い
記
念

　
　
　
　
は
、
町
内
70
人
、
生
後
１

　
　
　
　
０
０
日
記
念
は
約
60
人
を

　
　
　
　
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

   

　
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
の
大
学
生
ス
ト

リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
を
実
現
に

導
い
た
仕
掛
け
人
の
元
女
子
大
生
が
、

婚
姻
届
を
当
町
に
提
出
に
訪
れ
ま
し

た
。
８
月
17
日
、
届
け
出
を
済
ま
せ
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
も
な
る
記
念
台

紙
（
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
）
を
も
ら
っ
た

二
人
は
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。 

名
古
屋
市
内
で
新
婚
生 

活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
札
幌
出
身
の
旗
手
茂 

明
さ
ん（
35
）、
早
奈
恵 

さ
ん（
23
）＝
旧
姓
山
本 

 

  

　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
人
生
の
記

念
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
、
８
月
13
日
、
町
か
ら
上
岐

登
牛
行
政
区
の
加
野
真
一 

さ
ん
（
81
）
に
高
級
額
入 

り
写
真
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
今
年
７
月
中
旬
、
自
ら 

手
を
か
け
て
育
て
た
花
々 

が
咲
き
誇
っ
て
い
る
自
慢 

の
「
か
の
花
園
」
で
撮
影 

し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
富 

美
子
さ
ん（
77
）、
孫
の
芳 

明
君
（
９
）
と
３
人
一
緒
に
撮
っ
た

一
枚
で
す
。 

　
町
内
の
商
業
写
真
家
が
撮
影
し
た

写
真
（
６
つ
切
り
）
を
、
ウ
ッ
ド
バ

ン
ひ
が
し
か
わ
（
森
武
代
表
）
の
町

内
木
工
業
者
が
製
作
し
た
手
作
り
額

に
入
れ
ま
し
た
。 

　
加
野
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
今
年
で
結

婚
53
年
目
。
今
も
現
役
で
４
・
９
㌶

の
農
地
を
耕
作
、
経
営
し
て
い
ま
す
。

元
気
の
秘
訣
は
「
歳
を
勘
定
し
な
い

こ
と
」
と
言
い
「
病
気
ひ
と
つ
し
た

こ
と
が
な
い
」
こ
と
を
誇
り
に
充
実

し
た
毎
日
で
す
。 

　
人
生
の
記
念
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

今
年
度
か
ら
町
の
事
業
と
し
て
ス
タ 

  

　
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
・
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
に
贈
る
月
間
Ｍ
Ｉ

Ｐ
賞
の
６
月
賞
に
小
谷
野
栄
一
選
手
、

７
月
賞
に
工
藤
隆
人
選
手
が 

選
ば
れ
ま
し
た
。
８
月
21
日
、 

札
幌
ド
ー
ム
球
場
で
板
谷
重 

徳
農
協
組
合
長
、
藤
田
裕
三 

商
工
会
長
が
２
人
に
本
年
度 

東
川
産
米
・
ほ
し
の
ゆ
め
１ 

年
分
、
さ
ら
に
天
人
峡
温
泉
、 

旭
岳
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
を
贈 

り
ま
し
た
。 

   

さ
ん
。 

　
新
妻
の
早
奈
恵
さ
ん
は
、
４
年
前
、

札
幌
学
院
大
２
年
在
学
時
、
道
内
の

大
学
生
に
呼
び
か
け
て
フ
ォ
ト
フ
ェ

ス
タ
で
「
国
際
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ォ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
０
４
」
開
催
を
実

現
さ
せ
た
仕
掛
け
人
。 

　
　
　
　
　
こ
の
企
画
は
現
在
、
全

　
　
　
　
国
か
ら
の
応
募
写
真
を
路

　
　
　
　
上
展
示
す
る
北
海
道
写
真

　
　
　
　
月
間
の
「
東
川
国
際
ス
ト

　
　
　
　
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に

　
　
　
　
発
展
し
、
各
種
催
し
の
中 

  

　
小
谷
野
選
手
は
、
６
月
中
20
試
合

に
出
場
。
守
備
で
は
１
塁
手
、
３
塁

手
、
左
翼
手
と
幅
広
く
こ
な
し
、
勝

　
　
　
　
負
強
い
打
撃
で
15
安
打
を

　
　
　
　
放
つ
活
躍
を
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
工
藤
選
手
は
、
７
月
中

　
　
　
　
18
試
合
に
出
場
。
打
率
５

　
　
　
　
割
４
分
と
チ
ー
ム
の
勝
利

　
　
　
　
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

    

で
、
年
々
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
二
人
は
札
幌
市
内
の
会
社
に
勤
め

て
い
た
先
輩
、
後
輩
の
間
柄
。
茂
明

さ
ん
が
、
昨
年
新
入
社
員
と
し
て
入 

社
し
て
き
た
早
奈
恵
さ
ん
を
見
そ
め

ま
し
た
。
二
人
の
初
々
し
い
気
持
ち

を
封
印
し
「
子
供
は
４
人
で
も
５
人

で
も
…
」
と
茂
明
さ
ん
。 

　
活
動
的
な
早
奈
恵
さ
ん
は
名
古
屋

市
内
へ
転
勤
後
も
「
や
っ
ぱ
り
何
か

働
き
た
い
な
」
―
。
「
こ
れ
か
ら
も

東
川
の
応
援
団
に
な
り
ま
す
」
と
、

さ
っ
そ
く
写
真
の
町
倶
楽
部
に
入
会

し
ま
し
た
。 

  

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

願
い
か
な
う
―
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
が
結
婚
届
け
出 

願
い
か
な
う
―
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
が
結
婚
届
け
出 

人
生
の
記
念
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
、加
野
さ
ん
に
第
1
号
の
贈
呈 

人
生
の
記
念
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
、加
野
さ
ん
に
第
1
号
の
贈
呈 

Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
の
６
月
・
７
月
賞
に
日
本
ハ
ム
・
小
谷
野
、工
藤
両
選
手 

Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
の
６
月
・
７
月
賞
に
日
本
ハ
ム
・
小
谷
野
、工
藤
両
選
手 
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を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
関
連
の
催
し
は
多
彩
。
路
上
写

　
　
　
真
展
・
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
　
　
写
真
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
展
に

　
　
　
出
展
し
た
新
人
写
真
家
や
写
真
学

　
　
　
生
の
作
品
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る 

　
　
　
「
ニ
コ
ン
ユ
ー
ナ
21
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
レ
ビ
ュ
ー
」
や
「
写
真
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ス
展
合
評
の
集
い
」
、
東
川
賞
受

賞
者
４
人
を
囲
ん
だ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
彼
方
へ
の
ま
な
ざ
し
」
は
、
現
代
写
真

最
先
端
の
写
真
思
想
が
分
か
る
講
座
の
数

々
で
し
た
。 

　
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
２
回
東

川
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
、
全
国
か
ら 

の
応
募
作
品
を
、
会
場
の
文 

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
庭
に
路
上 

展
示
し
て
審
査
し
、
東
京
都 

豊
島
区
在
住
の
フ
リ
ー
写
真 

  

           

　
２
０
０
７
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
、 

第
23
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス 

テ
ィ
バ
ル
は
、
７
月
24
日
か
ら
29  

日
ま
で
６
日
間
、
盛
夏
の
祭
り
で 

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
前
半
の
第
14
回
写
真
甲
子
園
、 

後
半
の
東
川
賞
授
賞
作
品
展
の
開 

催
を
中
核
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
の

催
し
と
ど
ん
と
こ
い
祭
り
の
２
部
構
成
。 

　
メ
ー
ン
の
写
真
の
催
し
は
28
日
、
東
川

賞
の
授
賞
式
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
幕

し
た
受
賞
作
家
展
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。 

　
今
年
の
受
賞
者
、
海
外
作
家
賞
の
マ
ニ

ッ
ト
・
ス
リ
ワ
ニ
チ
プ
ー
ン
氏
、
国
内
作

家
賞
の
杉
浦
邦
恵
氏
、
新
人
賞
の
今
岡
昌

子
氏
、
特
別
賞
の
山
田
博
之
氏
の
４
人
が

来
町
。
続
い
て
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
授
賞
を
祝
う
集
い
を
開
き
、
各
氏
が
受

賞
に
当
た
っ
て
作
品
に
込
め
た
思
い
な
ど 

           

家
、
藪
乃
理
子
さ
ん
（
26
）
が
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
ほ
か
に
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
か
ら
来
町
し

た
フ
ォ
ー
ク
・
ロ
ア
の
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｙ
」
の
調
べ
に
乗
せ
て
写
真
甲
子
園
、

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
の
出
場
校
作
品
を
振
り

返
っ
た
「
写
真
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
Ⅰ
」
、
町
内
の
プ
ロ
写
真
家
、
奥
田

實
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
辻
純
子
氏
が
音
楽

と
語
り
合
い
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
生
み
出
し

た
「
写
真
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
」
、
町
内
４
軒
の
農
家
が
会
場
と
な
っ

た
フ
ァ
ー
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
催
し
満

載
。 

　
写
真
の
知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
露

　
　
　
　
　
店
や
、
家
族
写
真
を
撮
っ
て

　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
「
思
い
出

　
　
　
　
　
写
真
館
Ｎ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
」
も
大
盛

　
　
　
　
　
況
で
し
た
。 

 

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７ 

第
23
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
写
真
の
催
し
・
ど
ん
と
こ
い
祭
り
に
人
出
３
万
人
の
に
ぎ
わ
い 

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７ 

第
23
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
写
真
の
催
し
・
ど
ん
と
こ
い
祭
り
に
人
出
３
万
人
の
に
ぎ
わ
い 

　
涙
と
汗
、
そ
し
て
感
動
の
写
真
甲
子
園
。
「
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
第
23
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ

ー
ン
行
事
、
東
川
賞
の
授
賞
式
―
。
７
月
24
日
か
ら
同
月
29
日
ま
で
６
日
間
、
町
内
は
写
真
の
催
し
と
夏
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
一
色

に
染
ま
り
ま
し
た
。
数
え
切
れ
な
い
感
動
を
残
し
て
終
え
た
写
真
甲
子
園
は
、
沖
縄
県
立
真
和
志
高
校
が
２
年
連
続
３
回
目
の
優

勝
。
常
連
校
の
貫
禄
と
実
力
を
見
せ
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の
後
半
、
28
、
29
の
両
日
同
時
開
催
し
た
ど
ん
と
こ
い
祭
り

に
は
、
旭
川
市
内
か
ら
も
家
族
連
れ
が
ど
っ
と
繰
り
出
し
、
延
べ
３
万
人
を
超
す
人
出
。
露
店
の
賑
わ
い
と
盛
夏
の
夜
空
を
焦
が

し
た
３
千
発
の
花
火
の
競
演
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

　
涙
と
汗
、
そ
し
て
感
動
の
写
真
甲
子
園
。
「
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
第
23
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ

ー
ン
行
事
、
東
川
賞
の
授
賞
式
―
。
７
月
24
日
か
ら
同
月
29
日
ま
で
６
日
間
、
町
内
は
写
真
の
催
し
と
夏
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
一
色

に
染
ま
り
ま
し
た
。
数
え
切
れ
な
い
感
動
を
残
し
て
終
え
た
写
真
甲
子
園
は
、
沖
縄
県
立
真
和
志
高
校
が
２
年
連
続
３
回
目
の
優

勝
。
常
連
校
の
貫
禄
と
実
力
を
見
せ
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の
後
半
、
28
、
29
の
両
日
同
時
開
催
し
た
ど
ん
と
こ
い
祭
り

に
は
、
旭
川
市
内
か
ら
も
家
族
連
れ
が
ど
っ
と
繰
り
出
し
、
延
べ
３
万
人
を
超
す
人
出
。
露
店
の
賑
わ
い
と
盛
夏
の
夜
空
を
焦
が

し
た
３
千
発
の
花
火
の
競
演
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

dストリートギャラリー・フォトコンテストで優勝した藪さん 

第2回ストリートギャラリー・フォトコンテスト審査結果 
名前 

グランプリ 

準グランプリ 

 

藪　乃理子 

飯沼　珠実 

岩岡　未来 

岩城　文雄 

年齢  

フリー 

多摩美術大大学院 

東京ビジュアルアーツ 

フリー 

 

東京都豊島区 

東京都渋谷区 

東京都杉並区 

東京都八王子市 

 

なし 

Real estate 

あいまい　ときどき　ふたしか 

ススメ・ススメ 

所属 住所 タイトル  

26 

23 

25 

 

第2回ストリートギャラリー・フォトコンテスト審査結果 
名前 

グランプリ 

準グランプリ 

 

藪　乃理子 

飯沼　珠実 

岩岡　未来 

岩城　文雄 

年齢  

フリー 

多摩美術大大学院 

東京ビジュアルアーツ 

フリー 

 

東京都豊島区 

東京都渋谷区 

東京都杉並区 

東京都八王子市 

 

なし 

Real estate 

あいまい　ときどき　ふたしか 

ススメ・ススメ 

所属 住所 タイトル  

26 

23 

25 
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第
14
回
写
真
甲
子
園 

沖
縄
県
立
真
和
志
高
校
が
２
年

連
続
３
回
目
の
優
勝 

 

　
「
優
勝
は
沖
縄
真
和
志
高
校
」
―
。
場

内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
響
き
渡
っ
た
時
、
比

嘉
安
里
さ
ん
、
喜
納
テ
ィ
ル
ル
さ
ん
、
名

嘉
来
実
さ
ん
（
い
ず
れ
も
２
年
生
）
の
３

人
は
、
小
躍
り
し
て
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

　
素
直
に
感
情
を
顔
に
表
し
、
満
面
の
笑

顔
で
本
戦
大
会
前
に
返
還
し
た
ば
か
り
の

優
勝
旗
を
再
び
手
中
に
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
本
戦
大
会
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
審

査
で
天
人
峡
、
旭
岳
が
撮
影
舞
台
。 

　
自
分
た
ち
が
追
い
求
め
る
テ
ー
マ
を
時

間
と
の
戦
い
の
中
で
い
か
に
表
現
で
き
る

か
？
予
選
の
時
か
ら
こ
だ
わ
り
続
け
て
き

た
テ
ー
マ
に
挑
み
続
け
る
チ
ー
ム
、
自
然

の
中
の
マ
ク
ロ
な
世
界
に
着
目
す
る 

チ
ー
ム
、
素
直
に
自
然
を
写
し
撮
ろ 

う
と
す
る
チ
ー
ム
な
ど
取
り
組
み
は 

さ
ま
ざ
ま
。 

　
大
会
２
日
目
、
フ
ァ
ー
ス
ト
公
開 

審
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
作
品
を
提
出
し
た
各
校
は
、
立
木 

義
浩
審
査
委
員
長
ら
５
人
の
審
査
委 

員
か
ら
厳
し
い
作
品
批
評
を
受
け
、 

残
る
２
日
間
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
審
査
に 

提
出
す
る
作
品
作
り
へ
の
取
り
組
み 

姿
勢
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
３
日
目
、
４
日
目
の
撮
影
は
、
上 

  

富
良
野
、
美
瑛
、
そ
し
て
町
内
の
中
心
市

街
地
へ
。
自
然
を
写
し
撮
る
作
品
か
ら
、

人
物
を
対
象
に
し
た
作
品
づ
く
り
へ
と
多

く
の
チ
ー
ム
で
作
風
が
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。 

　
沖
縄
県
立
真
和
志
高
校
の
作
品
は
、
フ

ァ
ー
ス
ト
審
査
作
品
「
ち
い
さ
な
営
み
」

（
カ
ラ
ー
8
枚
組
）
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
審
査

作
品
は
「
時
間
は
つ
づ
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」

（
白
黒
８
枚
組
）
。
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
た
作
品
作
り
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。 

　
準
優
勝
は
、
観
衆
投
票
の
特
別
賞
も
受

賞
し
た
広
島
県
立
庄
原
格
致
高
校
。
フ
ァ

イ
ナ
ル
審
査
「
出
会
い
っ
て
い
い
な
」（
カ

ラ
ー
８
枚
組
）
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
的

笑
顔
を
切
り
撮
っ
た
作
品
作
り
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。 

 

第
14
回
写
真
甲
子
園
　
優
勝
　
沖
縄
県
立
真
和
志
高
校 

「
時
間
は
つ
づ
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」
（
白
黒
作
品
・
８
枚
組
） 

準
優
勝 

広
島
県
立
庄
原
格
致
高
校 

「
出
会
い
っ
て
い
い
な
」 

（
カ
ラ
ー
作
品
・
８
枚
組
）か
ら 

優秀賞　北海道旭川工業高校 
「どさんこ～さよならを言う前に～」 
（カラー作品・8枚組）から 

優秀賞　栃木県立栃木工業高校 
「夏・北海道－僕たちの写真甲子園－」 
（カラー作品・8枚組）から 

優秀賞　香川県立善通寺西高校 
「北海道いいねっ！」 
（白黒作品・8枚組）から 

 写真甲子園2007 
（第14回全国高等学校写真選手権大会）審査結果 

 
優勝 
 

準優勝 
 

優秀賞 
 
 
 
 
 

敢闘賞 
 
 
 
 

特別賞 

 
沖縄県立真和志高校 
（2年連続3回目） 
広島県立庄原格致高校 
栃木県立栃木工業高校 
北海道旭川工業高校 
香川県立善通寺西高校 
青森県立青森南高校 
宮城県柴田農林高校 
新島学園高校 
川崎市立川崎総合科学高校 
岐阜県立土岐商業高校 
静岡県立伊東高校城ヶ崎分校 
兵庫県立香寺高校 
近畿大学附属豊岡高校 
八代白百合学園高校 
広島県立庄原格致高校 

 

6年連続8回目 
 
3年ぶり3回目 
2年ぶり4回目 
初 
初 
2年連続7回目 
初 
初 
5年ぶり3回目 
2年ぶり2回目 
初 
4年連続4回目 
初 
4年ぶり6回目 
 

学　　　　校 本戦出場回数 
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東川町にも光を!!東川町にも光を!!東川町にも光を!!東川町にも光を!!
Ｂフレッツ仮申し込 み受け付け開始!!

　高速・大容量のデータ通信を可能にする光ファイバー通信の実現に向けて「東 川町Ｂフレッツ誘致の会」を立ち上げ、仮申し込みの受け付けを開始しました。光
ファイバーを使った高速通信の実現で、住民生活の向上、企業活動の活性、移住定 住の促進とさまざまな効果が期待されます。東川町での早期導入に向けて、町民
皆さん及び関係企業のご協力をお願い致します。詳しくはhttp://www.welcome- higashikawa.jp/hikariへアクセスしよう!! 
 

　
町
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
、
中
心

市
街
地
近
郊
で
は
通
信
速
度
の
速
い
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
の
地
区
で
は
通
信
速
度
の
遅
い
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
ま
で
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
同
じ
町
内
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
、
電
子
メ
ー
ル
、
大
き
な
画
像
や
映

像
な
ど
の
デ
ー
タ
通
信
な
ど
の
快
適
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
楽
し
め
る
地
区
と
そ
う

で
な
い
地
区
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
な
い
地
区
）
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
（
高
速
通
信
）
時
代
で
は
、
地
区
間

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
格
差
改
善
の
要
望

が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
超
高
速
通
信
回
線 

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
開
通
に
必
要
な
契
約
者
数

を
確
保
す
る
た
め
「
誘
致
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
仮
申
し
込
み
を
受
け
付
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

最
大
１
５
０
０
０
円
の
現
金
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク 

 

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
の
整
備
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
が
一
手
に
担
っ
て
お
り
、
東
川
町
で

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
６
５
０
件
以
上
の
契
約
が
必
要
で
あ
る

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
よ
り
提
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
誘
致
の
会
で
は
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
向
け
た
要
望
を
行
う
た
め
に
、

町
内
で
11
月
末
ま
で
に
８
０
０
件
（
要
望
段 

階
で
は
契
約
時
必
要
数
の
２
割
増
）
の
仮
申

し
込
み
を
集
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
旭
川
支
店
を
通
じ

て
早
期
実
現
へ
向
け
要
請
を
行
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
こ
の
運
動
に
弾
み
を
つ
け
る
た

め
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
開
始
決
定
後
、

誘
致
の
会
が
指
定
す
る
方
法
に
て
本
契
約
の

申
し
込
み
を
行
っ
た
方
に
対
し
て
、
最
大
１

万
５
千
円
の
現
金
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
行

い
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
に
乗
り
遅

れ
な
い
た
め
に
も
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

【
誘
致
エ
リ
ア
】 

　
市
街
地
地
区
、
第
一
地
区
、
第
二
地
区
、

第
三
地
区
（
旭
岳
温
泉
地
区
、
天
人
峡
温
泉

地
区
を
除
く
） 

 

【
活
動
の
内
容
】 

　
誘
致
条
件
の
８
０
０
件
の
仮
申
し
込
み
を

確
保
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
旭
川
支
店
に
対
し
、

光
通
信
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

要
望
を
行
う
。 

　
１
次
募
集
は
11
月
末
ま
で
（
12
月
以
降
も

随
時
募
集
は
行
い
ま
す
）
。 

 

【
申
し
込
み
】 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
要
望
に
あ
た
り
、
別
添
、
仮
申
し

込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し

込
み
下
さ
い
。 

　
※
仮
申
し
込
み
書
は
、
本
申
し
込
み
と
は

違
い
ま
す
が
、
光
通
信
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
サ 

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
場
合
、
本
申
し
込
み

を
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。 

 

【
特
　
典
】 

　
サ
ー
ビ
ス
開
通
後
、
東
川
町
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

誘
致
の
会
の
指
定
す
る
方
法
に
て
本
契
約
の

申
し
込
み
を
行
い
、
２
カ
月
以
上
継
続
利
用

さ
れ
た
方
に
最
大
１
万
５
千
円
を
現
金
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。 

　
※
最
大
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
ハ
イ
パ

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
及
び
光
電
話
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
お
客
様
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
個
々
の
契
約
の
内
容
に
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
の
金
額
は
異
な
り
ま
す
。 

 

【
募
　
集
】 

　
光
通
信
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
サ
ー
ビ
ス
を
誘

致
す
る
に
あ
た
り
、
町
民
に
よ
る
推
進
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
誘
致
実
現
の
た
め
ご
協

力
願
い
ま
す
（
推
進
員
は
誘
致
を
推
進
す
る

た
め
の
募
集
活
動
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）
。 

  

【
ミ
ニ
解
説
】 

▼
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー

ビ
ス
） 

　
一
般
家
庭
（
企
業
）
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

引
き
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
高
速
・
大
容
量
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
定
額
制
で
１
０
０
メ
ガ
ビ
ッ
ト
毎
秒
の
高 

 

速
通
信
が
可
能
。
通
信
距
離
に
よ
る
速
度
低

下
が
な
い
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
電
話
回
線
の
代
わ
り
に
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

を
利
用
し
て
基
本
料
金
、
通
信
料
（
全
国
一

律
８
・
４
円
／
３
分
）
が
安
価
な
「
ひ
か
り

電
話
」
も
利
用
出
来
ま
す
。 

▼
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
エ
ー
・
デ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ル
） 

　
家
庭
の
電
話
回
線
（
ア
ナ
ロ
グ
）
を
利
用

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
高
速
・

大
容
量
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
な

ど
と
比
較
す
る
と
速
度
が
速
く
定
額
制
で
安

価
な
半
面
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
交
換
局
か
ら
遠
く
な
る

と
速
度
が
遅
く
な
る
の
が
特
徴
。 

▼
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
（
ア
イ
・
エ
ス
・
デ
ィ
・
エ
ヌ
） 

　
通
信
速
度
は
遅
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
に

よ
る
通
信
の
た
め
外
部
の
ノ
イ
ズ
に
影
響
を

受
け
に
く
く
、
一
つ
の
電
話
回
線
で
２
回
線

同
時
に
使
え
る
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
中
で
も
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
利
用
が

出
来
る
こ
と
が
特
徴
。 

 

【
お
問
い
合
せ
先
】 

　
東
川
町
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
の
会
　
事
務
局 

（
東
川
町
東
町
１
丁
目
16
番
1
号
、
東
川
町

　
企
画
総
務
課
政
策
室
内
a
82
‐
２
１
１
１ 

（
内
線
２
２
７
）
担
当
・
矢
ノ
目 

　
﹇
構
成
﹈
推
進
員
（
一
般
町
民
）、推
進
団

体
（
Ｊ
Ａ
東
川
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
東

川
振
興
公
社
）
　 

Bフレッツ戸建（ハイパーファミリー）タイプ（例） 

月
額
基
本
料 

通
話
料 

フレッツ・ADSL
ご利用の場合

Bフレッツ＋ひかり電話
ご利用の場合

フレッツ・ISDN
ご利用の場合

プロバイダ利用料
プロバイダ利用料 プロバイダ利用料 

＋ 
＋ ＋ 

フレッツADSL 47M
3,213円（税込）
（モデムレンタル料含）

加入電話
1,680円（税込）

合計4,893円（税込）

フレッツISDN
2,940円（税込）

ISDN
2,919円（税込）

合計5,859円（税込）
※フレッツＡＤＳＬモアⅢ（47Ｍタイプ）でモデム等をレンタルした場合。 
※ＡＤＳＬ屋内配線をレンタルでご利用の場合、月額６３円（税込）が別途かかります。 ※回線終始装置利用料、屋内配線利用料を含めています。 

※ 

今
お
使
い
の
電
話
番
号
と
電
話
機
は 

そ
の
ま
ま
つ
か
え
ま
す 

加入電話・ISDN・ひかり電話への通話（3分）

市内8.925円／道内・市外21～42円／道外42～84円
（税込） 

全国一律 8.4円（税込）
さらに携帯・国際電話への通話もおトク

◇ 
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◇ 

　
東
京
の
雑
誌
社
勤
務
時
代
、
沖
縄
県
以

外
の
全
国
の
農
・
漁
村
を
４
年
間
巡
り
ま

し
た
。 

　
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
原
付
き
バ
イ
ク

（
50
㏄
）
で
駆
け
巡
り
、
雑
誌
購
読
の
営

業
を
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
先
の
農
家
に
上

が
り
込
ん
で
は
農
政
批
判
、
農
業
技
術
、

農
家
の
担
い
手
問
題
な
ど
、
話
に
熱
が
入

り
ま
し
た
。 

　
「
こ
の
経
験
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
観
光

と
い
う
商
品
ベ
ー
ス
に
高
め
ら
れ
な
い
か

？
」
―
。
今
あ
る
出
発
点
は
こ
こ
だ
っ
た

の
で
す
。 

　
今
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
地
元
の
達
人
〞
。 

　
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
、
あ
ん
な
技

が
あ
る
、
と
町
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵

や
技
が
、
こ
れ
か
ら
の
東
川
ら
し
さ
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ
う

な
れ
ば
町
の
人
が
主
人
公
に
な
り
ま
す
」
。 

　
〝
地
元
の
達
人
〞
の
商
品
化
。
こ
れ
が

ま
ち
の
最
大
の
資
源
。
ひ
い
て
は
ま
ち
が

活
性
化
す
る
仕
掛
け
で
す
。 

　
「
70
歳
、
80
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
若

い
人
並
み
の
収
入
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
農
業
は
お
も
し
ろ
い
」
と
。
そ

し
て
「
一
期
一
会
で
は
な
い
つ
な
が
り
を

…
」
と
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
１
年
間
の
地
域
再
生
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
。
総
務
省
所
管
の

（
財
）
地
域
総
合
整
備
財
団
（
東
京
）
が

行
っ
て
い
る
「
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

事
業
」
の
推
進
役
で
す
。
民
間
の
事
業
モ

デ
ル
に
資
金
支
援
し
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
統

括
管
理
者
）
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
活
性

化
を
、
と
い
う
の
が
狙
い
。 

　
町
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
こ
の
事
業
の

助
成
を
受
け
ま
し
た
。
観
光
活
性
化
で
地

域
を
豊
か
に
―
。
２
年
間
、
民
間
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
㈱
エ
コ
シ
ッ
プ
21
（
東
京
）
が

地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
観
光
の
メ
ニ

ュ
ー
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
た
多
く
の
事
業
プ
ラ

ン
が
出
ま
し
た
。
今
後
、
地
元
の
事
業
と

し
て
定
着
し
、
育
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
取
り
ま
と
め
に
期
待
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。 

　
３
年
前
か
ら
農
業
体
験
観
光
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
始
め
て
い
た
企
画
力
、

実
践
力
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
役
と
し
て
見
込
ま

れ
た
の
で
す
。 

　
兵
庫
県
の
中
学
校
２
校
の
修
学
旅
行
生

約
３
０
０
人
が
、
町
内
67
戸
の
農
家
で
農

業
体
験
し
た
受
け
入
れ
が
始
ま
り
で
し
た
。 

昨
年
は
８
校
、
約
８
０
０
人
の
生
徒
、
今

年
は
10
校
、
約
１
０
０
０
人
に
―
。
町
内

は
じ
め
近
郊
農
家
に
受
け
入
れ
拡
大
し
て

い
ま
す
。 

今
、生
き
生
き
と 

（
有
）ア
グ
リ
テ
ッ
ク
　
中
田
　
浩
康
（
な
か
だ
　
ひ
ろ
や
す
）
さ
ん
 

　
農
業
体
験
型
観
光
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
よ
う
に
農
家
に

宿
泊
し
、
農
作
業
も
し
ま
す
。

そ
れ
を
観
光
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
。
社
内
で
は
、
中
心

的
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

都
市
生
活
者
に
と
っ
て
う
ら

や
ま
し
い
ほ
ど
豊
か
な
自
然

の
恵
み
。
こ
れ
を
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
事
業
モ
デ
ル
と
し

て
成
功
さ
せ
た
い
―
。
で
も

そ
ん
な
取
り
組
み
は
、
今
や

全
国
あ
ち
こ
ち
に
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
成
功
す

る
秘
訣
は
何
か
？
　
足
り
な

い
も
の
は
？
　
答
え
の
ヒ
ン

ト
は
「
地
域
再
生
」
と
い
う

仕
掛
け
。
で
も
具
体
的
に
は

？
　
そ
の
結
果
を
求
め
て
、

今
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。 

高
校
の
修
学
旅
行
バ
ス
に
添
乗
し
て
町
内
を
ガ
イ
ド 

中田　浩康さん　2007（平成19）年地域再生マネジャー。体験観光プランニングアドバイザー兼コーディネーター 
　　　　　　　　　　（㈲アグリテック企画営業部） / 進化台781－6　TEL82－3040 
【プロフィール】栃木県出身。31歳。東京農業大学生物産業学部（網走キャンパス）卒。卒業後、農業関係の月刊誌、書籍発行の（社）農山漁村文化協会（東京）で
営業、取材職。その後、旭川のNPO（特定非営利活動）法人、旭川NPOサポートセンターで2年間活動。豊岡地区で地元商店街の地域通貨「COCO(ココ)」の試行実
験に企画参加しました。その後、グリーンツーリズム運動の高まりに伴って、体験型観光の企画コーディネート会社として３年前町内に設立した（有）アグリ
テック（資本金300万円、井下佳和社長）に入社。高校生の修学旅行や教育旅行という農業体験型観光の企画・計画作り、コーディネートをしてきました。 

なかだ　ひろやす 

高橋はるみ知事も「まちかど会話」 
で来町。大阪の高校生と一緒に田 

植え（平成18年5月） 

ラトビア交流館に 
同居しているアグ 
リテック社事務所 

グリーンツーリズムの可能性 
を講演発表（平成18年11月、 
上川地区農協青年部大会） 

兵庫県から農業体験に来た高校生（平成17年6月、宇佐見農園で） 

冬
に
は
森
の
中
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
大
人
気
（
平
成
17
年
３
月
） 

15 14Higashikawa  2007 September Higashikawa  2007 September



     

肖
像
写
真
と
家
族
の
絆 

 

　
第
23
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
タ
と
第
14
回

写
真
甲
子
園
な
ど
、
「
写
真
の
町
」
の
今

年
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
町
民

の
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
写
真
文
化
に
は
肖
像
写
真
も
あ
れ
ば
芸

術
性
を
追
求
す
る
写
真
も
あ
り
、
多
様
だ
。 

　
さ
て
、
今
年
も
写
真
甲
子
園
出
場
高
校

の
作
品
の
中
に
、
家
族
や
人
々
を
、
明
る

く
元
気
よ
く
肖
像
的
に
捉
え
た
も
の
が
あ

っ
た
。 

　
じ
っ
と
見
て
い
る
と
感
激
し
て
く
る
。

家
族
の
肖
像
的
な
写
真
は
人
生
の
一
瞬
を

と
ら
え
、
そ
の
一
瞬
は
二
度
と
同
じ
時
は

な
い
。
大
変
貴
重
な
記
録
（
思
い
出
）
と

な
る
も
の
だ
。 

　
家
族
が
一
緒
に
写
真
に
収
ま
る
時
の
思

い
は
、
家
族
で
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
違

う
。
子
供
に
と
っ
て
は
、
時
に
反
抗
す
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
回
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
家
族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の

認
識
や
家
族
の
意
義
、
大
切
さ
な
ど
を
学

び
、
親
に
と
っ
て
は
健
や
か
な
子
の
成
長

を
願
う
で
あ
ろ
う
。
親
元
を
離
れ
た
者
に

と
っ
て
も
写
真
が
家
族
を
し
っ
か
り
と
繋

ぐ
。
時
が
経
ち
郷
愁
と
な
る
場
合
も
あ
る
。 

　
日
本
で
は
家
族
の
写
真
を
日
常
生
活
の

場
に
置
い
て
あ
る
家
庭
は
少
な
い
よ
う
だ
。      

し
か
し
居
間
な
ど
に
家
族
写
真
を
掲
げ
て

み
る
と
何
か
新
た
な
元
気
が
沸
き
、
家
族

の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
写
真
に
は
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
正
に
家
族
の
絆
の
証

な
の
だ
。 

　
写
真
の
町
を
宣
言
し
て
四
半
世
紀
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
か
ら
、

写
真
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
を
始
め
た
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
と
長
寿
を
写
真
で
お
祝

い
す
る
も
の
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
は
一
人
で
撮

っ
て
も
良
し
、
「
君
の
椅
子
」
に
座
わ
り
、

ご
両
親
が
支
え
る
ポ
ー
ズ
も
良
し
。
ま
た

高
齢
者
（
傘
寿
）
の
場
合
も
、
一
人
で
撮

っ
て
も
良
し
、
家
族
で
も
良
し
、
で
あ
る
。 

　
町
内
在
住
の
写
真
家
に
よ
る
撮
影
で
、

『
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か
わ
』
と
刻
印

さ
れ
た
木
製
額
に
入
れ
て
お
贈
り
す
る
。

ご
家
族
や
来
訪
者
の
間
で
話
題
と
な
り
、

あ
る
い
は
家
族
の
大
切
さ
を
皆
で
感
じ
と

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
「
家

族
写
真
は
家
族
の
宝
物
」
と
感
じ
て
い
た

だ
き
、
年
に
一
度
、
日
に
ち
を
決
め
て
撮

り
た
い
も
の
だ
。 

　
肖
像
写
真
は
身
近
で
大
変
分
か
り
や
す

い
。
有
名
な
写
真
家
は
肖
像
写
真
の
本
質

を
「
か
つ
て=

そ
こ
に=

い
た(

あ
っ
た) 

」

と
表
現
し
た
と
い
う
。
世
界
に
一
つ
し
か

な
い
家
族
写
真
が
持
つ
意
義
を
改
め
て
じ

っ
く
り
考
え
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

短
歌 

笑
ま
ひ
つ
つ
手
を
ふ
り
く
れ
し
老
い
母
の
眼
裏
に
夕
明
り
の
道 

母
の
日
に
嫁
か
ら
く
れ
し
可
愛
い
服
胸
あ
き
す
ぎ
る
を
気
に
し
て
羽
織
る 

過
不
足
は
天
の
配
分
せ
ん
な
き
も
水
害
の
映
像
　
外
は
快
晴 

人
生
の
大
半
住
み
た
る
忠
別
は
過
ぎ
た
る
暮
ら
し
ま
な
う
ら
に
あ
る 

言
問
わ
ぬ
見
目
良
く
咲
き
し
つ
る
バ
ラ
を
訪
う
人
賞
で
る
肩
張
る
ア
ー
チ 

背
丈
ほ
ど
伸
び
た
若
葉
の
萌
ゆ
る
丘
白
亜
の
医
大
目
線
に
浮
か
ぶ 

心
電
図
ひ
そ
ひ
そ
ひ
そ
と
記
さ
る
る
印
さ
れ
な
い
か
こ
こ
ろ
の
揺
れ
は 

う
か
ら
ら
と
バ
ラ
咲
く
園
に
旅
ひ
と
日
雨
を
恋
ふ
る
か
と
り
ど
り
に
咲
き 

気
候
の
う
つ
り
変
わ
り
の
激
し
さ
よ
地
球
の
変
化
に
恐
怖
を
感
ず 

樹
々
の
葉
を
裏
葉
返
し
て
風
そ
よ
ぐ
台
風
の
ニ
ュ
ー
ス
し
げ
き
午
後
な
り 

余
白
に
は
猫
の
恋
な
ど
書
き
足
し
て
一
日
の
し
あ
わ
せ
祈
り
て
居
り
ぬ 

あ
の
こ
と
も
そ
の
こ
と
も
皆
あ
は
あ
は
し
紫
陽
花
は
同
じ
色
に
て
褪
せ
る 

人
生
の
終
り
と
知
り
つ
も
今
日
も
ま
た
身
な
り
調
え
朝
　
い
た
だ
く 

 

俳
句 

梢
さ
え
動
く
気
も
な
く
大
暑
か
な 

朝
顔
の
一
度
限
り
の
空
の
い
ろ 

落
し
文
巻
き
た
る
も
の
を
浄
め
お
り 

病
葉
や
患
者
の
粥
は
は
味
う
す
し 

胸
薄
き
女
の
と
お
る
盆
の
月 

歓
声
を
一
つ
に
ま
と
め
鬼
花
火 

炎
天
へ
蟻
の
行
列
原
爆
忌 

病
葉
の
水
子
地
蔵
に
落
ち
に
け
り 

気
付
い
て
ね
気
付
か
な
い
で
ね
落
し
文 

子
育
て
を
拒
む
母
あ
り
落
し
文 

達
筆
の
音
聞
こ
え
し
や
落
し
文 

 

瓜
生
　
昭
枝 

那
須
　
喜
美 

松
倉
　
和
子 

岩
田
　
ふ
じ
え 

嶋
崎
　
ミ
エ 

笹
田
　
冨
士
子 

宮
坂
　
敬
子 

永
江
　
栄
子 

清
水
　
チ
ヨ 

矢
沢
　
ま
す
え 

中
田
　
治
子 

井
山
　
一
文 

尾
池
　
真
沙
子 

  

松
山
　
蓉
子 

小
林
　
露
葉 

青
野
　
公
花 

宮
坂
　
紫
雲 

秋
山
　
深
雪 

杉
山
ひ
ろ
の
り 

徳
光
　
吐
苦 

杉
山
　
り
つ 

山
口
　
佐
知
子 

石
澤
　
清
宏 

澤
田
　
久
美
子 

飲
水
思
源
 

い
ん
す
い
し
げ
ん
 

町
長
 

松
岡

市
郎
 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 

【
訂
正
】 

８
月
号
「
雲
会
に
姿
遊
ば
す
旭
岳
」
の
句
は
、
「
雲
海
に
―
」 

の
誤
り
で
し
た
。 

ハッピーフィート 
（アニメ・DVD） 
ワーナー・ホーム・ビデオ 
皇帝ペンギンの世界は歌が命。音痴
なうえにタップダンスが上手、とい
う困った皇帝ペンギンのマンプルは、
エンペラー帝国から追放されてしま
った。しかし、いろいろな仲間と出

会い、次第に自信とリズムを取り戻す。自分探しの大冒険が今
始まる！（１０８分） 

どうぶつ句会　
オノマトペ 
（児童書） 
著：あべ弘士／刊：学習
研究社 

「オノマトペ」って、なあに？　たとえば、“わんわん”や“
きらきら”といった、音やようすをあらわすことばです。どう
ぶつたちが集まりオノマトペを入れて、なにやら楽しい俳句づ
くりをしています。親子で俳句づくりに挑戦してみませんか？ 

主治医が見つかる診療所 
（一般書） 
編：テレビ東京／刊：アーティ
ストハウス 
病気になったらどこに行けばいいの
か？　良い専門医はいるの？　そん
な疑問に、テレビ東京系「主治医が
見つかる診療所」でおなじみの人気

医師を一挙紹介。信頼できるかかりつけ主治医を見つける方法
や、いざというとき頼れる専門医が分かります。 
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状
態
）
の
う
ち
は
、
皆
さ
ん
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ア
デ
ィ

ポ
ネ
ク
チ
ン
（
本
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
ね
）
と
い
う
善
玉
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト

カ
イ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。 

　
一
方
、
細
胞
内
に
多
く
の
脂
肪
を
た

め
込
ん
だ
大
型
脂
肪
細
胞
か
ら
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
悪
玉
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ

ン
が
分
泌
さ
れ
る
の
で
す
。 

　
つ
ま
り
過
食
に
よ
っ
て
内
臓
脂
肪
が

蓄
積
し
、
肥
満
状
態
の
脂
肪
細
胞
か
ら

は
、
善
玉
物
質
が
減
少
し
悪
玉
物
質
が

ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
で
す
。
そ
れ
が
高

血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
り
、
ひ
い
て
は
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾

患
を
発
症
す
る
原
因
の
一
つ
と
な
る
の

で
す
。
皆
さ
ん
の
白
色
脂
肪
細
胞
は
、

ど
の
よ
う
な
状
態
で
し
ょ
う
か
？ 

　
次
回
は
内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
の
違

い
と
、
肥
満
の
予
防
に
つ
い
て
話
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
：
脂
肪
細
胞
自
身

が
分
泌
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
。
こ
れ

が
善
玉
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
代

表
格
で
す
。
た
と
え
ば
悪
玉
は
血
管
を

傷
つ
け
ま
す
が
、
善
玉
で
あ
る
ア
デ
ィ

ポ
ネ
ク
チ
ン
は
、
血
管
の
傷
を
修
復
す

る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
デ
ィ
ポ
」
と
い
う
の
は
、
「
脂
肪
」

と
い
う
意
味
で
す
。 

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長
　
中
田
宏
志
医
師
） 

        

　
今
回
は
脂
肪
細
胞
に
つ
い
て
、
そ
の

種
類
と
、
最
近
分
か
っ
て
き
た
働
き
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

　
脂
肪
細
胞
に
は
、
以
前
か
ら
褐
色
細

胞
と
白
色
細
胞
の
2
種
類
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
生
理
作
用
と
し
て
は
、
褐
色
脂

肪
が
主
に
ブ
ド
ウ
糖
や
脂
肪
を
燃
焼
さ

せ
て
熱
産
生
を
行
う
の
に
対
し
て
、
白

色
細
胞
は
摂
取
し
た
過
剰
な
脂
肪
や
炭

水
化
物
を
そ
の
細
胞
内
に
た
め
込
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
に
働
く
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
最
近
の
研
究
で
、
白
色
細
胞

は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
生
理
活
性
物
質 

（
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
が
、
特
別
に

ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
呼
び
ま
す
）

を
産
生
・
分
泌
す
る
内
分
泌
器
官
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。 

　
し
か
も
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の

中
に
は
、
肥
満
や
糖
尿
病
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
善
玉
物
質
が
あ
る
一
方
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
な
ど
を
引
き

起
こ
す
悪
玉
物
質
も
多
く
含
ま
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
で
は
、
こ
の
善
玉
と
悪
玉
の
物
質
は
、

ど
の
よ
う
に
産
生
・
分
泌
調
整
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

　
細
胞
内
に
脂
肪
滴
を
あ
ま
り
含
ま
な

い
小
型
の
脂
肪
細
胞
（
太
っ
て
い
な
い 

だいせつざんのすがお 

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。 

に、深い樹海と旭岳を移す瓢箪（ひょうたん）沼
があります。 
　ロープウェー横の松仙園につながる細い道筋に
は、瓢（ひさご）沼、幻想的な北星沼。その先は
松仙園の大沼、小沼が広がっています。 
　沼ノ原とともに大雪山の高層湿原を代表する沼
ノ平一帯西側には、夕焼けが美しい大沼、小沼。
当麻乗越（とうまのっこし）からはクマも泳ぐと
いう小さな沼がたくさん見えます。 
　旭岳に戻ると、なんといっても知名度ナンバー
ワンの姿見の池、夫婦沼など、爆裂火口に水を湛
（たた）えています。 
　旭岳の周りに裾合平、御田ノ原、水田ヶ原、樹
林帯の中の湿原には、池塘（ちとう）という水た
まりと小さな沼が、夜空の星を散りばめたように
輝いています。 
　最後に、一度は訪れてもらいたい沼があります。 
　国有林のノカナン林道ゲートから６キロメート
ルほど行くと、左手に笹刈りをした小道がありま
す。数分間進むとエゾマツと旭岳を映した湖のよ
うな大きな沼が現れます。カモ沼です。 
　前かがみになって顔を股の間に入れ沼をのぞく
と、どちらが上か下か分かりません。鏡のように静
寂な水面です。 
　 
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「沼の町、東川」 
 
　さあ皆さん、鳥になって空を飛んでみましょう。
農家の庭先、社の横、旭岳源水の泉、山を覆う森
の中、おもしろい世界が…。 
　旭岳源水に向かう途中に、ガマ岩の駐車帯があ
ります。後ろを流れている勇駒別川に合流してい
る清水の沢の源頭部に行ってみましょう。 
　バイカモが静かに水面に揺れる川を遡ると、突
然流れは岩の中に消えて、その岩くずを乗り越え
ると青黒い沼が広がっています。 
　真正面は、壁のように山が沼に落ち込み、その
山すそから旭岳源水の数十倍、否数百倍の水がわ
き溢れ出ています。 
 
　旭岳温泉には、白雲荘の湯の沼、クロスカント
リーコースに鴨沼、わさび沼。羽衣の滝のすぐ上
　 

こ
わ
〜
い
〝
メ
タ
ボ
〞 

の
正
体
と
防
ぎ
方
④ 

文：ヌタプカウシペ店主　春菜　秀則 

大雪山の素顔 

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」 
Dr.
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ 

            

　
夏
に
な
る
と
毎
年
や
ろ
う
と

し
て
挫
折
す
る
こ
と
。
そ
れ
は

自
分
の
部
屋
の
片
付
け
で
す
。

こ
の
部
屋
に
は
英
語
の
テ
キ
ス

ト
や
参
考
書
、
原
書
が
山
の
よ

う
に
あ
り
ま
す
。 

　
一
番
古
い
の
は
、
自
分
が
中

学
生
の
と
き
の
教
科
書
。
新
し

い
と
こ
ろ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

講
座
の
テ
キ
ス
ト
「
英
会
話
上

級
」
や
「
初
級
英
語
」
の
８
月

号
。
他
に
は
学
校
英
語
、
英
会

話
、
英
検
、
通
訳
訓
練
用
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
読
み
物
な
ど
な
ど
。 

　
今
で
は
部
屋
に
収
ま
り
き
ら

ず
、
玄
関
や
居
間
に
溢
れ
か
え

る
始
末
。 

　
捨
て
よ
う
と
手
に
取
っ
て
は
、

も
っ
た
い
な
く
て
捨
て
ら
れ
ず
。

整
理
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

今
年
も
と
う
と
う
あ
き
ら
め
ま

し
た
。 

　
実
は
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
こ
か
に
こ
う
い
う

物
を
置
い
て
、
い
つ
で
も
誰
で

も
来
ら
れ
る
英
語
館
の
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
で
す
。 

　
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
Ｃ
Ｄ
を
か

け
て
、
歌
を
自
然
に
頭
に
刷
り

込
め
る
よ
う
に
し
て
…
。
子
供

た
ち
が
十
分
慣
れ
た
と
こ
ろ
で

一
緒
に
歌
っ
た
り
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
…
。
英
語

が
母
国
語
で
は
な
い
子
供
の
た

め
に
作
ら
れ
て
い
る
優
れ
た
ア

ニ
メ
を
見
せ
た
り
…
。 

　
簡
単
な
英
語
の
本
か
ら
、
徐

々
に
大
人
の
本
へ
と
ゆ
る
や
か

に
移
行
す
る
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
文
庫
も
た
っ
ぷ
り
あ
っ
て
、

自
由
に
借
り
ら
れ
る
。
い
つ
で

も
誰
で
も
来
て
、
質
問
も
で
き

る
。
時
間
を
気
に
し
な
い
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
英
語
に
触
れ
ら
れ

る
。
英
語
図
書
館
の
よ
う
な
空

間
。 

　
そ
こ
か
ら
英
語
を
苦
に
せ
ず

使
え
る
子
供
が
た
く
さ
ん
育
つ
。

そ
ん
な
夢
。 

　
夢
っ
て
紙
に
書
く
と
実
現
す

る
も
の
で
す
か
ら
「
い
つ
か
で

き
る
か
も
…
」
っ
て
思
っ
て
い

ま
す
。 

  

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 

第41回 

思いは英語図書館 

【ちょっと豆知識】 
　カナダの小学校で学芸会、学習発表会の定番は、「ピーター・パン」「オズの魔法使い」「シンデレラ」「不思議の
国のアリス」など。カトリック系の学校では、キリスト降誕の物語も多いとか。児童の出番を作るため、先生が役決め
をいろいろ工夫する点は日本と同じ。舞台背景の木がセリフをもらってしゃべったりするそうです。保護者の席取りで
、良い席を取るため早く来るところも同じ。一番の違いは、発表会が夕方の数時間で終わるため、お弁当持ちではない
ことでしょうか。 

ペチャクチャ 
カナダ人 
ペチャクチャ 
カナダ人 

Thoughts on School Festivals
I never really enjoyed school festivals back home – yes, it is true, 

Canadian schools also have yearly festivals, which showcase the 
achievements of the school band, choir, and theater group, amongst 
others. Although, I am somewhat biased in my assessment of 
Canadian festivals – this is partially due to my loathed role as a 
squirrel in an elementary production of, gosh, was it Alice in 
Wonderland? Not to mention, as a member of the school band, I 
was often annoyed by my fellow band member’s inability to 
practice their instruments, thus our embarrassment on stage was 
frequent. 
 However, my experience in Japan has been the contrary – 
quite possibly because I am now an observer, rather than a 
participant, but the reality is that Japanese festivals are better 
than Canadian festivals. No, it is true! Japanese school 
festivals are a huge undertaking and the level of genuine 
commitment, by teachers and students is astonishing. The 
level of pride that exudes from the school community is 
unparalleled to any of my experiences! With that in mind, 
I look forward to future school festivals! 

学習発表会（学芸会） 
　 
　カナダでも学習発表会は毎年恒例で、スクール
バンドや合唱、劇など日頃の成果を発表するいい
機会です。でも個人的には楽しいと思ったことは
ありません。まあ、自分の印象が今一つなのは、劇
で当たったリス役が嫌だったせいかもしれません。
あれは「不思議の国のアリス」だったかな？それに、
スクールバンドのメンバーがちゃんと練習してくれな
いことも悩みの種で、舞台ではよく恥ずかしい思いを
しました。 
　ところが、これが日本の場合は印象が全然違います。
もちろん私が傍観者だからということもあるでしょう。
それにしても日本の発表会は実際カナダよりずっとスゴ
イです。本当！力を入れているのがわかりますし、先生も
生徒もその真剣さといったら全く驚きです。学校が一つに
なって取り組んでいる様子には誇りを感じます。そんなわけ
で、今年も学習発表会や学芸会を楽しみにしています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （訳：宮地晶子） 
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「
東
川
の
大
雪
旭
岳
源
水
は
本
当
に

美
味
し
い
。
」
と
い
う
口
コ
ミ
の
物
凄 

さ
。
ポ
リ
タ
ン
ク
が
並
ぶ
源
水
岩
の
取

水
口
と
一
日
約
六
六
〇
〇
ト
ン
の
ミ
ネ

ラ
ル
水
が
湧
出
す
る
源
泉
地
こ
そ
、
わ

が
町
の
シ
ン
ボ
ル
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

「
大
自
然
の
恵
み
」
で
あ
り
、
命
の
銘

水
な
の
で
あ
る
。 

　
再
び
、
「
お
い
し
い
水
」
も
無
限
で

は
な
い
。
無
料
で
無
断
で
無
制
限
な
大

雪
旭
岳
源
水
や
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
地
下

水
は
有
限
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で

は
な
い
。 

　
と
に
か
く
、
知
水
・
水
道
・
伏
流
水

と
い
う
単
な
る
水
の
小
話
で
は
「
命
の

水
」
を
語
る
本
意
は
尽
く
せ
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
「
寝
耳
に
水
」
と
か

「
水
に
流
し
た
が
る
」
と
か
に
は
な
ら

な
い
よ
う
な
、
こ
の
町
の
風
の
吹
き
回

し
や
如
何
…
で
あ
ろ
う
か
。 

    

　
　
　
　
　
前
中
央
分
館
長 

　

　

 

尾

池

　

男

 

      

　
「
お
い
し
い
水
と
、
う
ま
い
空
気
で
、

人
と
お
米
が
育
つ
ま
ち
東
川
」
の
キ
ャ

ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
も
心
地
好
く
響
く
こ

の
ご
ろ
、
「
命
の
水
」
に
つ
い
て
小
耳

を
拝
借
し
よ
う
。 

　
知
水
…
知
水
而
治
水
（
水
を
知
っ
て
、

水
を
治
め
る
）
と
は
正
に
金
言
名
句
で

あ
り
、
治
山
治
水
は
治
政
の
大
原
則
で

あ
る
。
か
つ
て
は
暴
れ
川
の
異
名
を
取

っ
た
忠
別
川
や
倉
沼
川
に
注
ぐ
多
く
の

枝
川
も
、
名
実
共
に
築
堤
工
事
が
進
み
、

灌
漑
溝
が
整
え
ら
れ
、
そ
し
て
多
目
的

ダ
ム
の
忠
別
湖
が
動
き
出
し
た
の
で
あ

る
。 

　
水
と
い
え
ば
川
、
川
と
い
え
ば
魚
、

魚
と
い
え
ば
カ
ジ
カ
と
な
り
、
野
花
南

川
で
は
頭
の
で
っ
か
い
ド
ン
コ
（
カ
ジ

カ
）
を
捕
獲
し
て
大
喜
び
の
子
ど
も
た

ち
（
大
雪
山
子
ど
も
自
然
学
校
で
集
ま

っ
た
大
阪
、
横
浜
、
札
幌
、
旭
川
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
、
特
に
ス
イ
ス
の
子
ど

も
も
）
に
ミ
ミ
ズ
の
数
珠
玉
で
釣
っ
た

ド
ン
コ
釣
り
の
話
を
し
た
ら
、
目
を
丸

く
し
て
い
た
。
川
遊
び
は
禁
止
の
現
在
、 

 

水
の
小
話
　
知
水
・
水
道
・
伏
流
水 
町の風 

雑
記
抄 

が
課
題
視
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、 

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
水
位
が
低
下
し
た
り
、

水
質
が
汚
染
さ
れ
た
り
、
水
量
が
不
足

し
た
り
す
る
こ
と
へ
の
ク
ラ
イ
シ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
危
機
管
理
）
は
必
要

不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
お
い

し
い
水
は
無
限
で
は
な
い
」の
で
あ
る
。 

　
伏
流
水
…
「
百
年
の
伏
流
水
」
こ
そ

が
ふ
る
さ
と
東
川
の
水
。
こ
の
話
を
し

た
時
の
子
ど
も
と
親
た
ち
の
表

情
は「
な
に
、
そ
の
水
。」

と
い
う
怪
訝
そ
の
も

の
。
そ
こ
で
、「
し

み
ず
・
わ
き
み
ず

・
ふ
く
り
ゅ
う

水
」
の
話
に
移
し

て
、「
私
の
子
ど
も

時
代
」
の
山
・
谷

・
崖
・
沢
な
ど
の
湧

き
水
、
そ
し
て
ザ
リ
ガ

ニ
や
ホ
タ
ル
の
こ
と
な
ど
、

自
然
体
験
談
に
な
っ
て
ホ
ッ
と
一

息
。 

　
と
こ
ろ
で
、
伏
流
水
と
は
「
河
川
水

が
地
下
に
浸
透
し
た
地
下
水
」
と
い
わ

れ
る
が
、
要
は
旭
岳
を
主
峰
と
す
る
大

雪
山
連
邦
の
雪
解
け
水
が
百
年
か
か
っ

て
浸
透
し
た
地
下
水
な
の
で
「
お
い
し

い
水
」
と
い
う
の
も
当
然
で
あ
る
。 

 

      

川
原
で
終
日
遊
び
こ
け
た
子
ど
も
時
代

は
「
水
と
の
共
生
」
が
流
れ
る
お
お
ら

か
さ
が
あ
っ
た
。 

　
水
道
…
自
然
学
校
の
開
講
式
で
「
北

海
道
で
水
道
の
無
い
唯
一
の

町
が
東
川
」と
話
し
か
け
、

手
押
し
ポ
ン
プ
や
電

動
ポ
ン
プ
の
働
き

を
説
明
し
た
ら
、

変
梃
な
う
な
ず

き
の
子
ど
も
た

ち
と
同
伴
の
お
母

さ
ん
。「
遅
れ
て
る

町
」
で
は
な
く
て
、

「
き
れ
い
な
地
下
水
」

の
こ
と
に
話
を
つ
な
い
で

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
現
状
を

紹
介
す
る
と
、
「
納
得
」
の
ポ
ー
ズ
。 

　
そ
う
い
え
ば
、
北
見
市
の
断
水
ニ
ュ

ー
ス
は
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
水

道
」
に
対
す
る
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と

い
え
る
。
上
・
下
水
道
の
完
備
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
昨
今
に
あ
っ
て
、
上
水
道

の
無
い
わ
が
町
ひ
が
し
か
わ
の
近
未
来 

                  

か
ん 

が
い 

こ
う 

             

      

　
　
　
　
　
　
　 

ひ
ね 

も
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
●
　 

● 

　
● 

  

● 

　
● 

             
て
こ 

              

ざ    

た 

 

               

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　   

　
　
け 

げ 

ん 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
が
け   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

わ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

      
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

   

お   

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご 
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第21回参議院議員通常選挙投開票結果 

投票率（在外選挙人を含む）　 
参議院議員通常選挙　選挙区　　　　　　　63.98％ 
参議院議員通常選挙　比例代表　　　　　　63.99％ 

　７月29日に行われました参議院議員通常選挙の結果をお知らせします。 
　参議院議員通常選挙の選挙区選挙投票率は、町内全体で前回（平成16年）を1.03％下回る63.98％となり、比例代
表選挙も前回を0.95％下回る63.99％となりました。いずれも前回の投票率を若干下回る結果となりました。 
　開票は即日開票で午後９時から役場大会議室で行われ、午後11時50分に開票結果が確定しました。各候補者等の得
票結果は次のとおりです。 

参議院議員通常選挙　選挙区　投票結果（在外選挙人を含む） 

区分 前回投票率 

3,005人 

3,335人 

6,340人 

3,003人 

3,329人 

6,332人 

65.30％ 

62.78％ 

63.98％ 

66.54％ 

63.64％ 

65.01％ 

1,042人 

1,239人 

2,281人 

1,961人 

2,090人 

4,051人 

選挙当日の選挙人 
名簿登録者数 

選挙当日の 
有権者数 

投票者数 棄権者数 投票率 

男 

女 

計 

参議院議員通常選挙　比例代表　投票結果（在外選挙人を含む） 

区分 前回投票率 

3,005人 

3,335人 

6,340人 

3,003人 

3,329人 

6,332人 

65.30％ 

62.81％ 

63.99％ 

66.46％ 

63.58％ 

64.94％ 

1,042人 

1,238人 

2,280人 

1,961人 

2,091人 

4,052人 

選挙当日の選挙人 
名簿登録者数 

選挙当日の 
有権者数 

投票者数 棄権者数 投票率 

男 

女 

計 

参議院議員通常選挙　候補者別得票数【選挙区】 

当・落 北海道得票数 
候 補 者 氏 名 
（届出番号順） 

年齢 党　派 東川町開票区得票数 

102票 

286票 

849票 

1,036票 

25票 

145票 

1,475票 

27票 

103,282票 

206,463票 

621,497票 

757,463票 

18,234票 

79,474票 

1,018,597票 

22,154票 

57 

35 

34 

68 

43 

51 

44 

48

落 

落 

落 

当 

落 

落 

当 

落 

無 所 属  

日 本 共 産 党  

無 所 属  

自 由 民 主 党  

維新政党・新風 

社 会 民 主 党  

民 主 党  

無 所 属  

羽 柴 秀 吉  

はたやま和也 

多原かおり  

だ て 忠 一  

千 代 信 人  

浅 野 隆 雄  

小 川 勝 也  

荒 川 昌 之  

参議院議員通常選挙　候補者別得票数【比例代表】 

全　道　計 
名簿届出政党等名 
（届出番号順） 

上川支庁計（町村） 東川町開票区得票数 

149票 

1,730票 

5,548.832票 

531票 

163票 

3,047.352票 

1,087.749票 

16,367.351票 

23,975.426票 

957票 

995.264票 

15票 

169票 

449票 

23票 

11票 

311票 

60票 

1,038.635票 

1,671.500票 

91票 

87.863票 

9,436.031票 

103,309.005票 

339,749.303票 

12,441.314票 

7,253票 

230,107.133票 

55,354.252票 

723,441.707票 

1,217,315.003票 

77,834票 

46,591.619票 

維新政党・新風 

社 会 民 主 党  

公 明 党  

９ 条 ネ ッ ト  

共 生 新 党  

日 本 共 産 党  

国 民 新 党  

自 由 民 主 党  

民 主 党  

新 党 日 本  

女 性 党  
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｝   ｝   ｝ 

■東川町役場　　　　 
■改善センター（公民館） 
■文化交流館 
■文化ギャラリー 
■B&G海洋センター 
■町立診療所 
■大雪消防組合東消防署 
■道草館　　　　 

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

              

町
議
会
第
３
回
定
例
会
の
開
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

議
会
事
務
局 

　
第
３
回
の
定
例
会
は
、９
月
20
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
会
期
２
日
間
の
日

程
で
開
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
一
般
質
問
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
等

の
補
正
予
算
案
の
審
議
、
平
成
18
年
度

一
般
会
計
と
４
特
別
会
計
の
決
算
審
査

認
定
、
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
報
告

も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
細
は
、
役
場
議
会
事
務
局
a
82
―

２
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）
ま
で
。 

 

10
月
１
日
（
月
）
は
町
税
第
2
期
の
納

期
限
で
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
住
民
課
収
納
係 

　
町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な

暮
ら
し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
町
づ 

              

係
ま
で
。
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１

２
１
、
１
２
２
） 

 

10
月
１
日
（
月
）
は
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
第
３
期
分
納
期
限
で
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
雪
地
区
広
域
連
合 

　
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
保 

険
料
は
役
場
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
預

貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納
付

す
る
場
合
は
延
滞
金
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
納

期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
役
場
税
務
住
民
課
収
納
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
a
82
―
２
１
１
１

（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
） 

 

1・2日 
 

3日 
20日 
25日 

滞納金発生の目安 

10,000円 

20,000円 

30,000円 

40,000円 

50,000円 

100,000円 

271日 

146日 

104日 

84日 

71日 

46日 

おおむね 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

滞納額 延滞金発生までの日数 

              

　
町
で
は
本
年
度
か
ら
延
滞
金
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

済
ま
さ
れ
る
か
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ

て
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

○
延
滞
金
の
算
定
方
法 

　
本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
年
14
・
６
％
（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は

「
年
７
・
３
％
」
と
「
前
年
の
11
月
30

日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る

商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た

割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を

使
用
し
ま
す
。
※
平
成
19
年
は
４
・
４

％
）
を
乗
じ
た
額
で
す
。
１
０
０
円
未

満
の
端
数
を
切
り
捨
て
１
０
０
０
円
か

ら
徴
収
い
た
し
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
住
民
課
収
納 

    

              

く
り
の
根
幹
と
な
る
大
切
な
自
主
財
源

で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
町
づ

く
り
の
主
役
と
し
て
、
税
の
公
平
な
負

担
と
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、
納
期

限
内
の
納
付
を
お
忘
れ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
年
度
の
第
2

期
納
期
限
は
、
10
月
１
日
（
月
）
で
す
。 

　
口
座
振
り
替
え
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
い
た
だ
き
、
口
座

振
り
替
え
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、

滞
納
が
続
く
と
財
産
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
　
　 

　
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事 

人のうごき 

              

情
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

○
延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　
延
滞
金
は
、
税
（
料
）
金
が
納
期
限

後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ

れ
る
金
銭
で
、
納
期
限
内
に
納
付
し
た 

方
と
の
実
質
的
な
負
担
の
公
平
と
、
納

期
内
納
付
の
促
進
を
図
る
た
め
の
制
度

の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

9月の行事 

くらし 
・ 

ネットワーク 

くらし楽しくフェスティバル 
（前9時、キトウシ森林公園） 
第30回農業委員会総会（後1時半） 
町議会第3回定例会（前9時半、22日まで） 
大雪消防組合議会（後1時、美瑛） 
 

（7月16～8月15日）（敬称略） 
お 誕 生  
生まれた子 
田畑　優介 
竹内　隆太  
　池　夏朋（かほ） 
佐々木悠人 
 
おくやみ 
亡き人 
西谷内　義造 
能登　和夫 
大城　良治 
山本　ヨシエ 
堀部　トキヲ 
鹿野　千代見 
 
ご 結 婚  
立川　敬悟 
田中　千晴 
 
関口　勝美 
大川　りつこ 
 
鷲見　裕樹 
大坪　　薫 
 
人口・世帯数　7月末日現在 
人　口／ 
　男　／ 
　女　／ 
世帯数／ 
出　生／ 
死　亡／ 
転　入／ 
転　出／ 

　 
行政区 
東町1丁目 
17区西町 
東町1丁目 
東町1丁目 
 
 
行政区 
西町3丁目 
新栄 
12区 
22区 
33区 
北町２丁目 
 
行政区 

西町2丁目 

 
 
南町1丁目 

 
 
17区 

 
 

　  
母 
真菜美 
千晴 
美香 
幸代 

　  
父 
慎之介 
崇 
薫 
正樹 

　  
 
 
 
 
 
 
 
歳 
92歳 
79歳 
95歳 
89歳 
92歳 
93歳 

　  
 
 
 
 
 
 
 
届出人 
西谷内　孝雄 
能登　政行 
大城　勝義 
山本　　春 
堀部　國正 
鹿野　ミツヱ 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7,717人 
3,692人 
4,025人 
3,122戸 

4人 
6人 
24人 
20人 

　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（前月比＋ 
（前月比＋ 
（前月比△ 
（前月比△ 
 
 
 
 

　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2人） 
7人） 
5人） 
1戸） 
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町
立
診
療
所
の
院
外
処
方
検
討
委
員

会
設
置 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
立
診
療
所 

　
町
立
診
療
所
の
経
営
安
定
を
検
討
す

る
た
め
、
町
は
8
月
6
日
付
け
で
院
外

処
方
検
討
委
員
会
（
牧
清
会
長
）
を
設

置
し
ま
し
た
。 

　
経
営
経
費
の
節
減
に
向
け
て
、
医
薬

品
の
院
外
処
方
の
是
非
を
検
討
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
町
は
12
月
を
め
ど
と
し

て
委
員
会
諮
問
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

　
町
は
こ
れ
ま
で
、
診
療
所
の
経
営
合

理
化
の
た
め
、
所
内
の
給
食
業
務
、
受

け
付
け
業
務
を
民
間
委
託
し
経
費
節
減

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
経

費
節
減
の
必
要
性
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
診
療
所
a
82
―

２
１
４
１
ま
で
。 

 

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
お

友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？
お
兄
ち
ゃ

ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す
。 

対
象
　
零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん 

日
時
　
９
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
正
午 

内
容
　 

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　
布
あ
そ
び
。
福
田
洋
子
さ
ん
を
囲
ん

　
で
絵
本
の
交
流
会
も
予
定
し
て
い
ま

　
す
。 

場
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
内 

子
育
て
支
援 

 

日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）） 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
社
会
保
険

事
務
所
a
26
―
４
４
８
１
、
ま
た
は
役

場
保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係 
a
82
―
２

１
１
１(

内
線
１
２
３)

ま
で
。 

 

「
人
生
の
記
念
写
真
」
を
も
れ
な
く

無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

保
健
福
祉
課 

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
、あ
な
た
の「
人

生
の
記
念
写
真
」
を
も
れ
な
く
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。 

　
人
生
に
一
度
し
か
な
い
記
念
の
節
目

に
、
と
っ
て
お
き
の
一
枚
の
写
真
を
撮

り
ま
し
ょ
う
。
町
内
の
商
業
写
真
家
が

撮
り
下
ろ
し
た
写
真
を
、
町
内
の
木
工

業
者
が
丹
念
に
作
り
上
げ
た
手
作
り
の

額
に
入
れ
て
贈
呈
し
ま
す
。 

　
記
念
の
節
目
と
な
る
の
は
①
生
後
１

０
０
日
祝
い
②
80
歳
の
傘
寿
（
さ
ん
じ

ゅ
）
祝
い
―
の
２
回
。
１
ポ
ー
ズ
を
無

料
撮
影
し
、
永
く
記
念
と
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
６
つ
切
り
（
17
㌢
㍍
×
23
㌢

㍍
）
サ
イ
ズ
の
写
真
を
天
然
木
の
手
作

り
額
に
入
れ
て
お
贈
り
し
ま
す
。 

　
生
後
間
も
な
い
お
子
さ
ん
の
二
度
と

な
い
笑
顔
の
記
念
、
ご
家
族
と
一
緒
の

記
念
、
人
生
の
良
き
記
念
日
の
ひ
と
コ

マ
に
ど
う
ぞ
。 

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
無
料
撮
影
券

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
①
百
日
祝
い
の
対
象
は
、
今
年
４
月

１
日
以
後
12
月
末
日
ま
で
に
誕
生
し
た
、 

　
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム 

参
加
人
数
　
15
組
程
度
（
事
前
予
約
が

　
必
要
で
す
）  

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
a
82
―
５
１
０

０     

 

「
親
子
バ
ス
遠
足
」
に
出
か
け
ま
し

ょ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
お
や
つ
を
持

っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
。
木
の
お
も
ち

ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。  

対
象
　
家
庭
に
い
る
親
子
な
ら
ど
な
た

　
で
も
。 

日
時
　
９
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
午
後
１
時 

場
所
　
木
路
歩
来
（
北
海
道
立
林
産
試

　
験
場
）
（
雨
天
の
場
合
は
西
部
地
区

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）     

持
ち
物
　
着
替
え
・
帽
子
・
お
弁
当
・

　
敷
物
・
飲
み
物 

参
加
人
数
　
20
組
程
度
（
予
約
制
９
月

　
１
日
か
ら
受
け
付
け
、
先
着
順
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
a
82
―
５
１
０
０ 

 

臨
時
職
員(

短
時
間
保
育
者) 

の
募
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー 

　
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、臨
時
職
員（
短

時
間
保
育
者
）
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
9
月
21
日
（
金
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

採
用
人
員
　
１
人
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
資
格
　
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教

　
諭
免
許
取
得
者
で
幼
児
教
育
に
熱
意

　
の
あ
る
健
康
な
方
。 

採
用
年
月
日
　
平
成
19
年
10
月
１
日
　 

賃
金
　
東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　
よ
る
。 

勤
務
日
と
勤
務
時
間
　
月
曜
日
か
ら
土

　
曜
日
ま
で
の
週
６
日
、
午
後
１
時
か

　
ら
午
後
６
時
ま
で
の
間
の
５
時
間
勤

　
務
。 

提
出
書
類
　
履
歴
書
、
保
育
士
証
ま
た

　
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
証
の
写
し
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
　
面
接
試
験
日
は
、
申
し
込
み

　
者
に
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
東
川
町

西
４
号
北
８
番
地
、
東
川
町
幼
児
セ
ン

タ
―
a
82
―
３
４
０
０
（
総
務
係
） 

 

救
急
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署 

　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
は
「
救
急

の
日
」
（
９
月
９
日
）
に
ち
な
ん
で
、

東
川
町
立
診
療
所
、
木
下
透
所
長
の
講

演
と
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
急
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
講

習
会
を
開
き
ま
す
。 

日
時
　
９
月
11
日
午
後
６
時
半
か
ら
同

　
８
時
半 

場
所
　
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
（
東

　
神
楽
町
15
号
南
３
） 

定
員
　
50
人 

　
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
a

年
金
相
談
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係 

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録
照
会

と
一
般
の
年
金
相
談
の
専
用
電
話
を
そ

れ
ぞ
れ
開
設
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
、
回
線
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
通
話
料
金
は
、
一
般

固
定
電
話
の
場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ

ら
ず
市
内
通
話
料
金
で
す
。 

　
電
話
機
の
設
定
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
機
な
ど
電

話
機
の
種
類
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
旭
川
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。 

　
ご
相
談
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
必
要

で
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
電
話
番
号

が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

（
１
）
年
金
記
録
な
ど
の
照
会
は 

　 
a
０
１
２
０
―
６
５
７
８
３ 

（
24
時
間
、
土
・
日
も
対
応
し
て
い
ま

す
） 

　
後
日
、
年
金
記
録
の
回
答
票
を
郵
送

し
ま
す
。 

（
２
）
年
金
全
般
の
相
談
、
回
答
票
の

問
い
合
わ
せ
は 

　 
a
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

（
●
月
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
７
時
（
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
●

火
―
金
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
●
第
２
土
曜
日
＝
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
●
11
月
第
２
・

第
４
土
・
日
曜
日
＝
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
祝
日
と
12
月
29
 

9,765,000

入札 

入札 

入札 

区分 請負業者 予定価格 
（税込、円） 

請負価格 
（税込、円） 契約方法 

患者輸送車購入 

東川中学校外壁補修工事 

1,111,050

1,890,000

11,413,500

1,115,100

2,121,000

旭川設計測量㈱ 

㈱ひだの塗装工業 

㈲山田自動車 

業務 

工事 

物品 

入札及び工事・業務発注結果のお知らせ 
　役場で行う工事等の入札および工事・業務発注結果をお知らせします。平成19年7月20日の入札結果です。 
お問い合わせは、都市建設課管理係a82-2111（内線232）まで。 

グリンビレッジ宅地造成等調査設計 

工事名等 

83
―
０
１
１
９
ま
で
。 

 

人
権
擁
護
委
員
特
設
相
談
所
の
開
設 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
地
方
法
務
局 

　
人
権
擁
護
活
動
の
一
環
と
し
て
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
相
続
問
題
、
財
産
、
家
族
関
係
、
金

銭
賃
借
な
ど
人
権
に
係
わ
る
全
般
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。 

日
時
　
９
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
半

　
か
ら
同
３
時 

場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室
（
東

　
町
１
）
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内 

 

障
害
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア
の
開
催 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川 

　
旭
川
公
共
職
業
安
定
所
は
、
働
く
意

欲
を
持
つ
障
害
者
と
事
業
主
と
の
出
会

い
を
結
び
つ
け
る
集
団
お
見
合
い
方
式

の
就
職
面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま

す
。
　
　
　
　 

日
時
　
９
月
26
日
午
後
１
時
半
〜
同
４

　
時 

会
場
　
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川
（
旭

　
川
市
７
ノ
６
） 

参
加
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で
９
月

　
12
日
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川
、

専
門
援
助
部
門
に
申
し
込
む
。 

問
い
合
わ
せ
　
a
51
―
０
１
７
６
（
内  

　
線
70
〜
72
） 

 

お
子
さ
ん
（
６
月
末
ま
で
に
誕
生
の
お

子
さ
ん
に
は
、
直
接
無
料
撮
影
券
を
郵

送
し
て
い
ま
す
）
②
傘
寿
祝
い
の
対
象

に
な
る
方
は
、
今
年
１
月
１
日
現
在
、

町
民
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き

１
年
以
上
町
内
に
居
住
し
、
数
え
歳
で

80
歳
を
迎
え
た
方
―
で
す
。 

　
ご
連
絡
は
、
保
健
福
祉
課 
a
82
―
２

１
１
１
（
内
線
５
０
１
）
ま
で
。 

 

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
を
再
開
し
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

保
健
福
祉
課 

　
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
第
２
ク
ー
ル

教
室
を
開
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
保
護

者
が
一
緒
に
遊
び
を
体
験
す
る
教
室
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。 

　
「
遊
び
」
の
体
験
で
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
と
成
長
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き

ま
す
。
体
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
た
遊
び
、

手
先
を
使
っ
た
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
で
、
親
と
子
、
子
供
同
士
、

親
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
育
て
ま

す
。
来
年
１
月
に
は
第
３
ク
ー
ル
の
教

室
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

対
象
　
お
お
む
ね
１
歳
６
カ
月
〜
２
歳

　
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

日
時
　
10
月
４
日（
木
）・
11
日（
木
）・

　
18
日（
木
）各
午
前
10
：
00
〜
同
11
：

　
30 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
集
団

　
検
診
室 

お
申
し
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
10
月
１

日
ま
で
に
役
場
保
健
師
a
82
―
２
１
１

１
（
内
線
５
０
４
）
ま
で
。 

「
栄
養
教
室
」
で
食
事
か
ら
健
康
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

保
健
福
祉
課 

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱
に
、
改
め

て
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。 

　
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
調
理
実
習 

を
行
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
な 

ど
を
確
認
し
な
が
ら
食
生
活
の
見
直
し

と
健
康
を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う

（
栄
養
教
室
で
は
食
生
活
改
善
推
進
員

と
な
る
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
希
望
者
だ
け
）
）
。 

 

対
象
　
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も 

日
時
　
９
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
か

　
ら
午
後
０
時
30
分
く
ら
い 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
「
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
に

　
は
」。講
話
・
調
理
実
習
・
試
食
（
希

　
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
） 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

　
角
巾 

※
食
材
料
の
一
部
と
し
て
１
０
０
円
の

自
費
負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
保
健
福

祉
課
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５
０
４

・
役
場
栄
養
士
）
ま
で
。 

 

高齢者健診のご案内 保健福祉課 

締め切り 

10月１日（月）～31日（水）の１カ月間 
（日程はチラシでご確認下さい） 

９月28日（金） 

所定の申し込み用紙で保健指導係までお申し込みく 
ださい。用紙は保健福祉センター、町立診療所、老 
人保健センターにあります。 
電話受け付けも可。a82-2111（内線505） 

800円 

◆基本健康診査→　尿検査・血液検査・身体測定・ 
　問診・医師診察・血圧測定・心電図検査 
◆大腸がん検査→　便の潜血検査 
◆肺がん検査（結核検査）→　胸部レントゲン検査 
◆生活機能評価→　介護予防の一環として行います 
※前立腺がん検査→　血液検査 
（希望者／別料金2,000円） 

午前・午後各３～５人（１日当たり） 

75歳以上の町民 
（昭和８年３月31日以前に生まれた方） 

町立診療所 

実施日 

会　場 

対象者 

定　員 

内　容 

料　金 

申し込み 

23 22Higashikawa  2007 September Higashikawa  2007 September



く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

 

く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

 

キトウシ公園 
臨時バス停  発 

道草館前  発 

9：00 

11：00 

13：00 

15：30

9：07 

11：07 

13：07 

15：37

労
災
保
険
全
般
の
ご
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

　
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
道
事
務

所
（
札
幌
市
北
区
北
７
ノ
西
１
、
Ｎ
Ｓ

Ｓ
・
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
札
幌
）
a
０
１

２
０
―
１
２
０
―
２
０
８ 

 

自
賠
責
保
険
加
入
は
運
転
マ
ナ
ー
の
基

本
的 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
運
輸
支
局 

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
自
動
車
事

故
の
時
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的

に
し
て
、
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
き
自
転
車
、
軽
二

輪
自
動
車
を
含
む
）
は
、
特
に
有
効
期

限
切
れ
、
保
険
の
か
け
忘
れ
が
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
運
輸
支
局

輸
送
・
監
査
担
当
a
51
―
５
２
７
２ 

（
直
通
）
ま
で
。 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
　h

ttp
://w

w
w
.jib
ai.jp

 

 

交
通
事
故
被
害
者
救
済
制
度
の
ご
案
内 

　
　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
旭
川
支
所 

　
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
ご
家
庭

に
対
し
て
、
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
東
京
）
は
、
次
の
よ
う
な
経
済

的
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

▼
交
通
事
故
遺
児
等
育
成
資
金
無
利
子

　
貸
付
（
零
歳
〜
中
学
卒
業
ま
で
） 

   

町
営
バ
ス
臨
時
便
の
運
行 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
管
理
係 

　
９
月
１
、
２
の
両
日
開
催
の
「
く
ら

し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
合
わ

せ
て
、
町
営
バ
ス
の
臨
時
便
を
運
行
し

ま
す
。 

　
区
間
は
「
道
草
館
前
―
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
臨
時
バ
ス
停
」
ま
で
の
往
復
直

通
便
。
料
金
は
大
人
１
５
０
円
、
子
供

70
円
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
は
a
82
―
２
１
１
１
（
内

線
２
３
２
） 

       

　 

  

町
営
バ
ス
運
休
便
の
再
開 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
管
理
係 

　
６
月
１
日
か
ら
運
休
し
て
い
ま
し
た

道
草
館
発
午
後
７
時
８
分
の
北
忠
別
線

便
は
、
10
月
１
日
か
ら
運
行
を
再
開
し

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

労
災
医
療
、
労
災
補
償
の
ご
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　
（
財
）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
（
財
）労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー（
東

京
）
は
、
労
災
医
療
、
労
災
補
償
な
ど 

 

新
公
営
住
宅
団
地
を
建
設
し
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

都
市
建
設
課
建
築
係 

　
東
町
４
丁
目
に
新
し
く
建
設
す
る
公

営
住
宅
団
地
の
建
設
計
画
が
決
ま
り
ま

し
た
。
本
年
度
と
来
年
度
の
２
カ
年
で

16
戸
（
木
造
平
屋
建
て
、
１
棟
２
戸
建

て
８
棟
）
の
住
宅
団
地
で
す
。
工
事
期

間
中
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　
団
地
は
、
住
宅
プ
ラ
ン
か
ら
建
築
ま

で
す
べ
て
を
民
間
建
築
業
者
が
事
業
者

と
し
て
建
設
し
、
完
成
し
た
建
物
、
付

属
施
設
を
町
が
買
い
取
る
「
公
営
住
宅

買
取
制
度
」
を
活
用
し
ま
す
。 

　
町
内
に
本
店
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る

建
設
会
社
を
対
象
に
、
４
月
23
日
、
本

年
度
建
設
プ
ラ
ン
の
事
業
者
募
集
説
明

会
を
行
い
、
５
社
か
ら
建
設
プ
ラ
ン
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
事
業
者
選
定
は
、
選
定
審
査
委
員
会

（
委
員
10
人
（
う
ち
一
般
町
民
委
員
７

人
）
、
６
月
７
日
開
催
）
で
事
業
内
容
、

価
格
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
た
結
果
、

㈱
小
岩
組
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
本
年
度
の
建
設
は
４
棟
８
戸
で
す
。

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
68
・
２
３
平
方
㍍
）
４
戸
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
79
・
４
４
平
方
㍍
）
４
戸

で
、
来
年
２
月
上
旬
完
成
、
３
月
１
日

入
居
開
始
の
予
定
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
都
市
建
設
課
建
築
係
a
82
―
２
１

１
１
（
内
線
２
３
２
）
ま
で
。 

　
一
人
に
つ
き
初
回
一
時
金
15
万
５
千

　
円
、
以
後
月
額
２
万
円
、
小
中
学
校

　
入
学
時
の
入
学
支
度
金
４
万
４
千
円 

▼ 

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
（
自

　
動
車
事
故
で
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓

　
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随

　
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
、
一
定

　
の
要
件
に
該
当
す
る
方
）
　
月
額
２

　
万
９
千
２
９
０
円
か
ら
13
万
６
千
８

　
８
０
円
　
　 

詳
し
く
は
同
機
構
旭
川
支
所
a
40
―
０

１
１
１
ま
で
。 

 

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

き
揚
げ
者
の
皆
さ
ま
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
き
揚
げ
者
の
ご
本
人
に
、
改
め
て
内

閣
総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た
方
も
対
象

で
す
。
請
求
書
は
保
健
福
祉
課
の
窓
口

ま
で
。 

　
問
い
合
わ
せ
は
、
（
独
）
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
a
０
１
２
０
―
２
３
４

―
９
３
３
（
月
〜
金
、
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時
15
分
） 

 

防
衛
大
学
校
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課
総
務
係 

◆
防
衛
大
学
校
学
生 

受
験
資
格
　
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間
　
９
月
７
〜
28
日 

    

試
験
期
日
　 

《
第
１
次
試
験
》 

　
平
成
19
年
11
月
10
、
11
日 

《
第
２
次
試
験
》 

　
平
成
19
年
12
月
11
〜
14
日
ま
で
の
間

　
で
指
定
す
る
日 

試
験
科
目 

　
国
語
、
数
学
、
外
国
語
（
英
・
仏
・

　
独
）
、
理
科
（
物
理
・
化
学
）
、
選

　
択
科
目
（
公
民
・
地
理
歴
史
） 

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生 

受
験
資
格
　
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在 

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間
　
９
月
７
〜
28
日 

試
験
期
日
　 

《
第
１
次
試
験
》 

　
平
成
19
年
11
月
３
、
４
日 

《
第
２
次
試
験
》 

　
平
成
19
年
12
月
５
〜
７
日
ま
で
の
間

　
で
指
定
す
る
日 

試
験
科
目 

　
国
語
、
数
学
、
英
語
、
理
科
（
物
理

　
・
化
学
・
生
物
） 

　
問
い
合
わ
せ
は
自
衛
隊
旭
川
地
方
協

力
本
部
南
地
区
隊
a
22
―
０
６
４
８
ま

た
は
役
場
企
画
総
務
課
a
82
―
２
１
１

１
（
内
線
２
２
２
）
及
び
募
集
相
談
員
、

小
野
利
昌
さ
ん
ま
で
。
（
西
７
号
北
25

番
地
a
82
―
３
７
３
７
） 

 

随時（土、日、祝日を除く） 
午前8時30分～午後5時30分 
電話相談（来室可） 
a82－4225

9月の教育相談 
相 談 日  
時 　 間  
相談要領 
専用電話 

０歳からのおはなし会 
 にちじ：9月27日(木) 午前10:30～11:30 
 ばしょ：文化交流館絵本ルーム 

 　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過 
 ごしましょう！ 
 　後半は、親子で自由に絵本を楽しんだり、 
 参加者同士の交流をします。 
 ☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。 
 （会費無料、申し込み不要） 

お問い合わせは 
「おはなしの会ピッピ」 
向　坊　a82－5315 
三戸部　a82－5278
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ら

し

・
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ッ

ト
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・

ネ
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ト

ワ

ー

ク

 

い
合
わ
せ
、
資
料
請
求
は
同
財
団
a 
03

―
３
３
５
９
―
２
２
０
７
ま
で
。 

 

公
園
ベ
ン
チ
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
東
川
建
設
業
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）

の
町
内
建
設
会
社
の
社
長
さ
ん
ら
が
こ

の
ほ
ど
、
東
町
１
丁
目
の
開
拓
百
年
記

念
公
園
に
あ
る
園
内
ベ
ン
チ
８
基
の
塗

装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
＝
写
真

＝
。 

　
毎
年
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
環
。
初
め
て
同
公
園
ベ
ン
チ
塗
装
を

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
適
正
な
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

花
倶
楽
部
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た 

　
８
月
10
日
、 

写
真
の
町
ひ
が 

し
か
わ
花
倶
楽 

部
（
大
石
久
子 

キ
ャ
プ
テ
ン
） 

か
ら
写
真
の
町 

推
進
事
業
に
寄 

付
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

　
６
月
29
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ー
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
の
益
金
で
す
。 

　
花
倶
楽
部
は
、
町
内
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
推
進
役
と
し
て
結
成
し
、
今
年
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
は
約
１
６

０
人
に
達
し
て
い
ま
す
。 

 

山
田
貞
男
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た 

　
７
月
23
日
、
東
川
町
森
林
組
合
の
山

田
貞
男
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
町
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
本
年
度
の
北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
森

林
づ
く
り
功
労
者
）
受
賞
記
念
と
し
て 

寄
付
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
町 

で
は
写
真
の
町 

文
化
基
金
に
充 

当
い
た
し
ま
し 

た
。 

遺
言
や
大
切
な
契
約
は
公
証
役
場
で 

　
　
　
　
　
　
　
　   

旭
川
公
証
人
合
同
役
場 

　
公
正
証
書
は
、
法
律
専
門
家
の
公
証

人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。 

　
遺
言
、
尊
厳
死
、
離
婚
給
付
、
金
銭

貸
借
、
土
地
建
物
賃
貸
借
な
ど
大
切
な

契
約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
こ
と
で

争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
あ
な
た
の
財
産

を
守
り
ま
す
。 

　
ご
相
談
は
公
証
週
間
（
10
月
１
〜
７

日
）
に
限
ら
ず
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
無
料
。
電
話
相
談
も
あ
り
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
公
証
人
合

同
役
場
（
旭
川
市
６
条
通
８
丁
目
Ｔ
Ｒ

６
・
８
ビ
ル
５
階
）
a
23
―
０
０
９
８

／
Ｆ
ａ
ｘ
22
―
５
５
５
３ 

 

冬
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
募
集 

　
　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会 

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
東

京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
11
、
大
村
ビ
ル
）

は
、
小
学
３
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
海
外
派
遣
体
験
研
修
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
期
間
は
今
年
12
月
24
日
か
ら
同
31
日

ま
で
の
７
泊
８
日
。
①
生
活
文
化
体
験

②
自
然
体
験
―
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
米
国
グ
ア
ム
準
州
、

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
を
訪
れ
る
４
プ
ラ
ン
が

あ
り
ま
す
。 

　
参
加
費
は
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
19
万
５

千
円
か
ら
29
万
８
千
円
ま
で
（
別
途
共

通
経
費
と
し
て
３
万
円
）
。 

　
締
め
切
り
は
11
月
２
日
。
詳
し
い
問 

文化ギャラリー展示案内 
●9月1日（土）～18日（火） 
☆写真甲子園2007本戦作品展 

●9月1日（土）～６日（木） 
　9月14日（金）～18日（火） 
☆東川・東神楽切り絵サークル交流展 

●9月8日（土）～13日（木） 
☆平成19年度　高文連上川支部写真展 
　＊9月19日（水）展示入れ替えのため 
　　休館 
 
 
 
 
 
 
 
 

●9月20日（木）～10月9日（火） 
☆中川裕次写真展 
　「クメールの人々･･･2007」 
☆二科会写真部北海道支部写真展 
☆夏休み写真絵日記展'07

　
社
協
だ
よ
り 

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う 

　
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
７
月
18
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で 

　
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い 

　
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次
の
と
お 

　
り
で
す
。 

　
《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》
　 

　
新
栄
区
　
　
　
能
登
　
暢
吉
　
様 

　
12
区
　
　
　
　
大
城
　
勝
義
　
様 

　
西
町
３
丁
目
　
西
谷
内
　
孝
雄
様 

　
17
区
　
　
　
　
内
田
　
芳
子
　
様 

　
22
区
　
　
　
　
山
本
　
芳
春
　
様 

　
33
区
　
　
　
　
堀
部
　
国
正
　
様 

　
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い 

　
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て 

　
毎
月
１
回
第
３
木
曜
日
午
後
１
時 

　
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で
社
協
相
談 

　
室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
　
今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
、 

　
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
９
月
20
日
　
寺
沢
　
孝
之
　 

 

広報の配布にご協力いただきありがとうございます。 
広報の配布には各行政区役員などの皆様の特段のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配付をお願いします。 
なお、配付に当たっては次の事項に留意ください。 
（１）新しく転入された世帯や町内会に加入されていない世帯にも、併せて配付をお願いします。 
（２）毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手数ですが企画総務課地域自治推進室まで
　　ご連絡ください。　 

「みんなでつくろうあったか」標語 
（平成18年度入選作品） 「考えよう　命の重さと　大切さ」 優秀賞 

（高校生の部　3年　堀田　有祐） 

各種大会成績 
【野球】 
◆第11回大和ユニフォーム旗争奪少年野

球大会(7月29日、８月１日・ぴっぷ球場

ほか)＝参加35チーム 

▼準決勝　東川　０-２　神楽岡 

○第３位　東川大雪野球少年団(Ｂチーム) 

　  

 

 

 

 

 

◆第11回大和ユニフォーム旗争奪少年大会 

（7月28日―8月1日・ぴっぷ球場ほか） 

▼ Ａブロック２回戦　 

名寄東　７－０　東川大雪 

◆第34回旭川平和ライオンズクラブ旗少

年大会（７月21、22日・旭川旭西橋グ

ラウンド）＝参加16チーム 

▼ 準決勝 

大有　５－３　東川大雪 

○第３位　東川大雪野球少年団(Ｂチーム) 

◆第22回鷹栖町長旗争奪上川管内少年野

球大会(7月15日・鷹栖球場ほか) ＝参加

8チーム 

▼決勝　東川　４－６　比布 

○準優勝　東川大雪野球少年団(Ａチーム) 

 

 

 

 

 

 

【剣道】 
◆ 第２９回北海道小学生大会（５日･旭

川市総合体育館） 

▼ 団体戦　①東光道場②東川錬成館③下

川剣道スポーツ少年団、剣風会 

 
【水泳】 
◆第15回東川町民水泳大会（8月19日・

東川町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール） 

◇個人メドレー100㍍ 

▼男子　①梅田優作（志比内小6年）１

分41秒65②三輪　翔（第一小5年）③藤

巻倫太郎（第二小4年）④野口将太郎（東

川小5年）▼女子　①小野幸子（一般）1

分37秒69②藤巻貴久子（同）③小西優

花（東川小6年） 

◇同200㍍ 

▼小学（男女）　①志知史章（旭川高台

小４年）３分30秒49②荒川さつき（東

川小３年）▼中学（男女）　①荒川颯太

（東川中）２分53秒57②志知昌典（旭

　 

 

 

川春光台中）③上田里奈（東川中） 

◇背泳ぎ 

▼小学低学年男女（25㍍）　①梅田秀平

（志比内小3年）29秒25②野口剣太郎（東

川小同）③志知大寛（旭川高台小2年）

④皆木のどか（東川小2年）▼小学中学

年（同）　①三輪　翔（第一小5年）25

秒29②遠藤凌（東川小5年）③明石京花

（第一小4年）▼一般男女（同）　①小

野幸子（一般）20秒94②千葉重志（同）

▼小中学生（50㍍）　①築舘成美（東神

楽小6年）40秒41②志知昌典（旭川春光

台中）③上田里奈（東川中）④志知史章

（旭川高台小4年）⑤荒川さつき（東川

小3年） 

◇平泳ぎ 

▼小学低学年男女（25㍍）　①梅田優作

（志比内小6年）24秒52②野口剣太郎（同

3年）③明石京花（第一小4年）④梅田秀

平（志比内小3年）▼小学高学年男女（50

㍍）　①築舘成美（東神楽小6年）49秒

30②梅田優作（志比内小6年）③三輪　

翔（第一小5年）④野口将太郎（同5年）

⑤小西優花（東川小6年）▼中学男子（50

㍍）　①志知昌典（旭川春光台中）41秒

88②吉田明ひろ（一般）③荒川颯太（東

川中） 

◇ビート版（25㍍） 

▼小学1年（男子①）　①武田好生（東

川小）52秒53②山崎悠人（同）③鈴木

琢海（同）④村田遼太郎▼同（男女）　

①石澤智博（東川小）②山田颯大（同）

③藤巻憲次郎（第二小）④明石梨花子（第

二小）⑤今実優（東川小）▼小学2・3年

（同）　①皆木のどか（東川小2年）27

秒83②田中圭吾（同３年）③佐々木燐吏

（同2年）▼一般女子　①酒谷美沙希

3159②山口佐知子③安井洋子④金沢恵

み 

◇ラッコビート版（同） 

▼小学1年（男子）　①石澤智博（東川

小）58秒44②山田颯大（同）③武田好

生（同）④村田遼太郎（同）▼一般（女

子）　①山口佐知子40秒59②金沢恵み

③安井洋子④五十嵐春代 

◇バタフライ 

▼混合（25㍍）　①吉田豊彦（一般）

20秒03②千葉重志（同）③三輪　翔（第

一小5年）④梅田秀平（志比内小3年）⑤

皆木のどか（東川小2年）⑥佐々木燐吏

（同2年）▼小学（50㍍）　①荒川さつ

き（東川小3年）47秒70②梅田優作（志

比内小6年）③藤巻倫太郎（第二小4年）

　 

 

 

④野口将太郎（東川小5年）▼中学男女

（同）　①荒川颯太（東川中）38秒11

②上田里奈（同） 

◇クロール 

▼小学男女低学年（25㍍）　①皆木のど

か（東川小2年）27秒90②武田好生（同

1年）③志知大寛（旭川高台小2年）④石

澤智博（東川小1年）38秒45⑤佐々木燐

吏（同2年）▼小学3・4年男女（同）　

①梅田秀平（志比内小3年）26秒44②野

口剣太郎（東川小同）③明石京花（第一

小4年）④田中圭吾（東川小３年）▼同5

年男子（同）　①遠藤凌（東川小）25秒

78②金沢恵み（一般）③藤子賢一（東川

小）▼同6年同、一般男女　①吉田豊彦

（一般）15秒92②梅田優作（志比内小）

③藤巻貴久子（一般）④小野幸子（同）

千葉重志（同）▼小学3年男女（50㍍）

　①荒川さつき（東川小）43秒54②梅

田秀平（志比内小）③野口剣太郎（東川

小）▼同4・5年男子（同）　①志知史章

（旭川高台小４年）39秒71②三輪　翔

（第一小5年）③野口将太郎（東川小5年）

④遠藤凌（同）▼同6年・中学男女（同）

　①荒川颯太（東川中）31秒22②築舘

成美（東神楽小6年）③梅田優作（志比

内小6年）④小西優花 

 

◆ B&Gスポーツ大会道大会（8月5日・

斜里B&Gスポーツセンター） 

◇ バタフライ（50㍍） 

▼小学3年　⑤荒川さつき（東川小）▼

中学　②上田理奈（東川中）①藤巻倫太

郎（東川中） 

◇ 背泳ぎ（同） 

▼小学低学年　④五十嵐由佳▼中学男子

　②荒川颯太（東川中）▼同女子　②上

田理奈（東川中） 

◇ 平泳ぎ（同） 

▼小学低学年　②五十嵐由佳 

◇ 自由形（100㍍） 

▼中学男子　③荒川颯太（東川中） 

◇ メドレーリレー 

▼小学100㍍　③築舘成美、小西優花、

梅田優作、荒川さつき▼中学200㍍　③

上田理奈、五十嵐由佳、荒川颯太、藤巻

倫太郎 

◇ フリーリレー 

▼小学100㍍　②築舘成美、小西優花、

梅田優作、荒川さつき▼中学200㍍　④

五十嵐由佳、荒川颯太、藤巻倫太郎、野

口将太郎 

 

 

 

 

写真甲子園2007 
優勝　沖縄真和志高等学校 
「時間はつづくよどこまでも」より 
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募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（70.6㎡) 
・1戸（2階） 
・19,900円～ 
　46,800円 

・昭和63年 
・セラミックブロック造3階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

西8号団地A3 西町8丁目4番 

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 

１．入居申込書 
２．住宅等状況申告書 
３．平成１８年１月から１２月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など） 
４．納税証明書（平成１９年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可） 
５．その他必要と認める書類 
６．印鑑 
※下線のついている書類については、住宅下水道係に用意してあります 
※３・４の書類については、入居予定者の中で所得のある方全員分 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

お申し込みに 
必要なもの 

9月3日（月）～21日（金） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

3戸 

●公営住宅 

① 

入
居
資
格 

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
10月上旬 
家賃の3カ月分 
入居者と同程度以上の所得金額のある方2名 
税務住民課住宅下水道係a82-2111（内線122） 

選 考 方 法  
 
入居予定日  
敷 金  
連帯保証人  
お問い合わせ 

（１）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども 
　　含む）がいる方 

※次のいずれかの要件に該当する場合は単身での入居が認 
　められます（ただし、身体・精神上著しい障がいがある 
　ため、居宅での生活が困難な場合は除かれます）。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方 
②身体障がい等級1級から4級までの方 
③精神障がい等級1級から3級までの方、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方 
④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など 
 
入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 
 

（２）世帯の収入金額が月額20万円以下 
※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで基準額が引 
　き上がります。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭 
　和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合 
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合 
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方がいる場合 
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・56,300円～ 
　74,400円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地B3 南町1丁目6番 

●家族向け特定公共賃貸住宅 

② 

入
居
資
格 

（１）同居または同居しようとする親族がいる方 
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。 
 
入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 
 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・1LDK（38.1㎡) 
・1戸（2階） 
・30,800円～ 
　40,700円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
3,360円）が別途必要です。 

アヴニールⅡ 西町1丁目9番 

●単身者用特定公共賃貸住宅 

③ 

入
居
資
格 

（１）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方 
（２）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※詳細はお問い合わせください。 

入居者が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 
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欲
し
い
物
が
あ
っ
て
も
「
こ

れ
が
欲
し
い
か
ら
買
っ
て
」
と

親
に
言
え
な
か
っ
た
時
代
。
私

が
子
ど
も
の
こ
ろ
と
違
い
、
今

の
子
ど
も
は
、
物
の
豊
か
さ
や

生
活
の
便
利
さ
の
中
で
、
自
立

す
る
た
め
に
必
要
な
我

慢
す
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。 

　
今
、
問
題
と
な
っ

て
い
る
ニ
ー
ト
や
不

登
校
な
ど
も
忍
耐
力

や
自
立
心
の
欠
乏
に

大
き
く
関
係
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
子
ど
も
が
我
慢
し

た
り
課
題
に
挑
戦
し

た
り
す
る
強
い
気
持
ち

と
自
立
す
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、
手
本
と
な
る

大
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

重
大
で
あ
り
、
大
人
と
し
て
規

範
意
識
を
高
め
、
他
人
を
思
い

や
る
心
を
持
ち
、
時
に
は
感
情

を
抑
え
じ
っ
と
耐
え
る
姿
を
子

ど
も
に
見
せ
る
重
要
性
を
感
じ 

る
と
あ
る
教
育
研
究
大
会
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
。 

　
車
を
運
転
し
て
い
て
特
に
感

じ
る
大
人
の
規
範
意
識
の
低
下

…
。 

　
車
窓
か
ら
の
タ
バ
コ
の
ポ
イ

捨
て
、
道
端
に
捨
て
て
あ
る
ご

　
み
袋
、
左
右
確
認
な
し
の
自

　
　
転
車
で
の
道
路
横
断
、
明

　
　
　
ら
か
に
分
か
る
ス
ピ
ー

　
　
　
ド
出
し
過
ぎ
、
無
理
な

　
　
　
割
り
込
み
運
転
、
運
転

　
　
　
中
の
携
帯
電
話
な
ど
…
。 

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
も
私
と

　
　
　
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
生

　
　
　
活
し
て
い
る
と
思
わ
れ

　
　
　
る
。
周
り
に
い
る
大
人

　
　
　
が
子
ど
も
に
与
え
る
影

　
　
響
が
大
で
あ
る
こ
と
を
反

　
省
し
、
模
範
と
な
る
よ
う
な

行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

　
本
校
で
は
、
３
５
３
人
の
子

ど
も
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
。

家
庭
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

適
切
な
時
期
に
適
切
な
内
容
の 

体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
個
性
を
伸
ば
し
、
自
立
す

る
芽
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。 

　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
家
庭
、
地
域
と
学
校
が
協
力

し
な
が
ら
、
低
学
年
で
は
、
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
、
人

の
話
を
正
し
く
聞
く
、
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
な
ど
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
。

高
学
年
で
は
、
集
団
で
生
活
す

る
中
で
自
他
の
立
場
を
理
解
し

て
行
動
し
、
よ
り
良
い
生
活
を

し
よ
う
と
努
力
す
る
態
度
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
３
５
３
人
の
笑
顔
の
か
わ
い

い
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
中
で
、

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
た
め
に
、
大
人
と
し

て
親
と
し
て
の
役
割
の
大
切
さ

を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ

る
。 

  
　
東
川
小
学
校 

　
　
　
　
校
長
　
飯
森
　
　
修 

子育てチャンネル 子育てチャンネル 子育てチャンネル 

「
い
っ
し
ょ
に
お
さ
ん
ぽ
大
好
き
か
ぞ
く
」 

佐
々
木
　
望
凪
（
5
歳
） 

「
大
好
き
な
お
か
あ
さ
ん
。
ボ
ク
が
ま
も
る
ん
だ
」 

八
橋
　
都
来
（
5
歳
） 

自立する子どもを育てるために 
大人として親として 

幼児センターの子どもたち 
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保健だより 

「
症
状
が
な
い
」
か
ら
健

診
を
受
け
な
い
？ 

 

　
５
月
、
健
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
健
診
を
受
け

な
く
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
方
が

圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
30
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
以
下
、
国
保
加
入
者
）

の
う
ち
、
過
去
３
年
間
に
町
の
健
診

を
受
診
し
な
か
っ
た
方
を
対
象
。
有

効
回
答
数
３
５
０
、
回
収
率
３
０
・

７
％
）
。 

　
医
療
機
関
に
通
院
し
て
お
ら
ず
、

町
の
健
診
も
受
け
て
い
な
い
人
は
全

体
で
32
％
。
そ
の
理
由
は
「
症
状
が

な
い
」
が
断
ト
ツ
で
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
「
健
康
だ
か
ら
」
「
い
つ

で
も
受
診
で
き
る
」
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
―
。 

　
自
覚
症
状
の
有
無
で
健
診
の
必
要

性
を
自
己
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
今

だ
か
ら
こ
そ
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に

ま
ず
特
定
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健

康
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　
病
気
の
自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、

自
分
の
体
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
を
知
り
、
生
活
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
健
診
は
自
分
の
生
活
を

振
り
返
る
た
め
に
良
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
生
か
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

　
み
な
さ
ん
は
自
分
の
健
康
判
断
を

ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
　
自
覚
症
状

の
有
無
で
自
分
の
健
康
を
自
己
判
断

し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

〝
メ
タ
ボ
〞
対
策
に
健
診

活
用
を 

 

　
健
診
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。 

　
「
病
気
を
予
防
し
、
健
康
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
、
も
う
１

つ
は
「
将
来
の
保
険
料
を
安
く
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
で
す
。 

　
生
活
習
慣
病
は
、
血
管
の
病
気
で

あ
る
た
め
見
た
目
か
ら
分
か
る
は
ず

も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
ま

ま
ど
ん
ど
ん
進
行
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
血
管
の
状
態
を
調
べ
る
の

が
健
診
で
す
。
健
診
を
受
け
な
い
で

い
る
と
、
気
が
つ
け
ば
病
気
に
な
っ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か 

ね
ま
せ
ん
。
年
に
一
度
は
血
管
の
状

態
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
内
臓
脂
肪
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
リ
ス
ク
が
重
な
っ

て
起
こ
る
血
管
障
害
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
健
診
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
高
額
な
医
療
費
は
、
本
人
負
担
は

も
ち
ろ
ん
大
変
で
す
が
、
残
り
は
社

会
保
険
料
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
る
た

め
、
結
果
的
に
国
（
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
な
ど
保
険
者
）
の
医
療
保
険

財
政
も
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。 

　
前
回
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
中

高
年
齢
世
代
の
健
診
を
「
特
定
健
診
」

と
お
話
し
ま
し
た
。
特
定
健
診
は
、

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
制
度
（
国
保
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
、
各
種
共
済
組
合
健
康
保

険
な
ど
）
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
仕

組
み
で
す
。 

　
町
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
（
東
川
、

美
瑛
、
東
神
楽
３
町
）
と
し
て
、
国

保
加
入
者
の
方
を
対
象
に
特
定
健
診 

 

を
実
施
し
ま
す
。
受
診
率
の
目
標
値

は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
65
％
で
す
。 

　
本
町
の
平
成
18
年
度
の
国
保
加
入 

者
の
健
診
受
診
率
は
２
７
・
６
％
で

し
た
。
現
状
で
は
目
標
値
の
半
分
に

も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
国
は
こ
の
特
定
健
診
の
受

診
率
に
目
標
値
を
設
定
し
、
達
成
で

き
な
け
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
与
え

る
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
は
、
保
険
料
の

負
担
が
高
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
も
高
い

と
い
う
わ
け
で
す
。 

　
次
回
は
健
診
の
も
う
１
つ
の
メ
リ

ッ
ト
「
将
来
の
保
険
料
を
安
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
に
つ
い
て
詳
し
く

取
り
上
げ
ま
す
。 

  

大
き
く
変
わ
る
健
康
診
断
制
度 

〜
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
　
そ
の
2
 

特集・生活習慣病を防げ！　<Ⅱ>

　
健
診
は
何
の
た
め
に
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
自
覚
症
状
が
な
い
生
活
習
慣
病
は
、 

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
病
魔
が
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
始
ま
り
は
、
血
管
が
傷
つ 

く
こ
と
。
積
み
重
な
っ
て
き
た
病
気
リ
ス
ク
（
危
険
度
）
が
、
加
齢
と
と
も
に
堰
（
せ 

き
）
を
切
っ
て
一
気
に
表
面
化
し
、
遂
に
は
取
り
返
し
が
利
か
な
い
重
大
な
病
気
を
引 

き
起
こ
し
ま
す
。
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
町
内
の
Ａ
さ
ん
も
そ
ん
な
一
人
で
し
た
。 

            

気
付
か
な
い
う
ち
に
血
管

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
… 

 

　
図
１
は
Ａ
さ
ん
の
実
例
で
す
。 

　
Ａ
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
肥
満

気
味
で
し
た
。
肥
満
が
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
、
血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
血
糖
値
が
高
く
な
り
ま
し
た
。 

　
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
減
り
ま

し
た
。
年
齢
と
と
も
に
病
気
リ
ス
ク

が
徐
々
に
積
み
重
な
り
ま
し
た
。 

　
68
歳
の
時
。
遂
に
、
脳
梗
塞
を
発

症
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

　
リ
ス
ク
一
つ
ひ
と
つ
は
、
正
常
範

囲
を
少
し
超
え
る
程
度
の
軽
い
も
の

で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
が
重
な
る
こ 

            

と
で
血
管
の
傷
み
を
着
実
に
進
行
さ

せ
て
い
た
の
で
す
。 

　
リ
ス
ク
が
い
く
つ
も
重
な
っ
て
い

っ
て
も
、
自
覚
症
状
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
血
管
の
傷

み
が
進
行
し
、
気
が
つ
け
ば
脳
梗
塞

で
要
介
護
状
態
と
な
り
、
自
ら
生
活

の
質
の
低
下
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

　
経
済
的
に
重
い
医
療
費
負
担
も
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
年齢 40～45歳 54歳 60歳 62歳 67歳 68歳 現在 

脳梗塞を発生してしまったAさんの場合 （図1） 

検
診
結
果 

経
済
的
負
担 

40歳代前半、肥満体となる 

54歳で血圧が高くなる 

60歳で血糖値に異常 

善玉コレステロール値異常 

尿に糖が出始める 

心臓にも 

脳
梗
塞
発
症 

事前の自覚症 
状はまったく 
ありませんで 
した 

1カ月くらい前から 
①右手がしびれが 
　出始めました 
②孫の名前を時々 
　忘れ始めました 

現在 
・身体まひ 
・失語状態 
・要介護状態 

費用はどのくらいかかる？ 

介護保険料 
医療保険料は 
いくら払って 
いる？ 

1人平均 
（大雪地区広域連合） 

医療保険料 
約6,493円（月額） 

介護保険料 
約4,333円（月額） 

この差は？ 

医療費 
（月額） 

介護保険 
（月額） 

脳梗塞を発症すると… 

およそ60万円 
（※） 

要介護２で 
およそ15万円 

（※）60万円は総医療費です 
本人負担３割　18万円 
残り　　７割　42万円 
保険料等から支払われます 

皆さんが納めている保険料や自己 
負担料金などで賄われています 
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おいしい手料理 

9月 September

保健カレンダー 
お問い合わせ 
●保健福祉課保健指導係　a82－2111

【9月分】 
  4日 
7日 
 
 

18日 
26日 

（火） 
（金） 
 
 
（火） 
（水） 

10:00～12:30 
13:00～14:00 
13:30～ 
 
 
12:30～ 

栄養教室 
ごっくん教室　申込制 
乳幼児健診 
　　　　　　　　（通知者以外は14:30～） 
子育て相談　　予約制 
1歳6ヶ月児健診 

＜地域子育て支援センター＞ 
申し込み・お問い合わせ　 
東川町地域子育て支援センター（a82－5100） 
 
＜親子遊びの体験教室＞  予約制 
  7日（金）テーマ「お店屋さんごっこ」……………10:00～11:30 
14日（金）テーマ「楽器あそび」…………………10:00～11:30 
 
＜遊びの広場＞ 
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放） …  9:00～12:00 
3日・4日・5日・10日・11日・12日・18日・19日
・25日・26日 

※会場は幼児センターです！ 

　ハーブを使った夏のさわやか簡単料理の一品。オ
レガノのほのかな香りが、夏バテの時にも食欲を増
してくれます。 
　付け合わせにタイムを使って“パリッ”“シャ
リッ”とみずみずしい歯ざわりが身上の「キュウ
リのサラダ」はいかが？ 

＜材料＞ 
（3～4人分、約80円） 
●茄子………3～4本 
●ベーコン…2～3枚 

＜作り方＞ 
①茄子を半分に切って、さらにそれぞれをほぞ切りにします 
　（へたに近い部分を切り残す）。次に重曹を加えた水にさら
　します（茄子の色を鮮やかにするため）。 
②ベーコンに小麦粉を少量付け、オレガノを少量加えて茄子
　にはさみ込む（生のオレガノのほうがフレッシュ。ほのか
　に香る程度に入れるのがコツです）。 
③茄子にひたひた程度のサラダ油の分量をてんぷら鍋などに
　用意し、セ氏180度ぐらいに熱して表皮の方から先に素揚げ
　する（3～4分間）。茄子を触ってふわふわしてきたら出来
　上がり。 

◇付け合わせ「キュウリのサラダ」 
＜作り方＞ 
①キュウリを水洗いし、２～３カ所皮をむきます。 
②皮をむいたところをフォークの先などでたてに筋目を入れ
　ます。 
③手のひらに味噌、フレッシュタイムを適量のせ、キュウリ
　にすり込みます。さらにまな板の上で数回板ずりし、その
　まま保存用袋に入れて一晩冷蔵庫で寝かせて完成。 

　翌日には、ハーブの香り豊かなキュウリの味噌浅漬けがで
きます。冷蔵庫の氷温冷蔵室なら、新鮮な“パリッ”“シャ
リッ”感を味わえます。 

◇付録 
　コーンスープを加えれば、簡単・ハーブ＆野菜のミニコー
スが完成！　 
　生トウモロコシをフードプロセッサーでひいて冷凍保存し
ておけば、水に戻したものに牛乳、市販シチューの素を少量
加えて沸騰させ、約１分間でコーンスープの出来上がり。こ
ちらもお試しください。　　　　　　　（八田　房枝さん） 

【食べて健康・豆知識】 
　茄子は一年中出回っていますが、おいしいのは夏から秋に
かけての露地ものです。アクが強く、切り口が空気に触れる
と変色しやすいので、皮をむいたり、切ったりしたら、切り
口に軽く塩を振り、出てきた水気を拭くか塩水につければう
ま味が抜けずによいでしょう。 
　スポンジのような果肉が油を吸っても、それほどしつこさを
感じずに食べられます。そのためついつい油を使いすぎてしま
いがち。植物油との相性は抜群なのですが、油の吸収率が高い
ので、揚げ物の頻度が高い方はカロリーの取り過ぎにご注意く
ださい。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養士：中村　弘美 

【茄子（なす）の 
 ベーコンはさみ揚げ】 

※会場は保健福祉センターです！ 

【10月分】 
 1日 
 

1日 
 

4日 
5日 
11日 
18日 
23日 
25日 
29日 
30日 

（月） 
 
（月） 
 
（木） 
（金） 
（木） 
（木） 
（火） 
（木） 
（月） 
（火） 

～12月28日（金） 
インフルエンザ予防接種期間 
～31日（水） 
高齢者健診（町立診療所） 
親子ふれあい教室 
もぐもぐ教室・乳幼児健診 
親子ふれあい教室 
親子ふれあい教室 
栄養教室 
3歳児健診 
子育て相談 
～31日（水） 
エキノコックス症検診 

 
 
 
 
 
　 
　 
　 
　 
●オレガノ…少々 
●小麦粉……少々 

 
 
 
 
 
　 
　 
　 
　 
●サラダ油…適量 
●重曹………少量 


